
金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

産
業
構
造
の
地
域
的
変
動
と
の
関
連
に
お
い
て
　
ー

山
　
　
本
　
　
義
　
　
彦
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問
題
の
所
在

第
一
次
大
戦
後
の
不
況
過
程
に
お
け
る
産
業
発
展
と
銀
行
合
同

工
業
生
産
の
地
域
的
変
動

1
『
工
場
統
計
表
』
に
よ
る
分
析
1

紡
織
工
業

機
械
・
金
属
工
業

化
学
・
窯
業

合
計
一
九
二
〇
年
代
工
業
発
展
の
概
括

Ⅳ
　
む
す
び

Ⅰ
　
問
題
の
所
在

第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
世
界
恐
慌
期
ま
で
の
一
〇
余
年
は
、
日
本
資
本
主
義
の
景
気
の
循
環
局
面
に
お
い
て
、
一
九
二
〇
年
戦
後
恐
慌
、

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
二

二
二
年
の
石
井
完
七
商
店
の
破
綻
を
契
機
と
す
る
金
融
恐
慌
、
二
三
年
関
東
大
震
災
恐
慌
、
二
七
年
、
前
記
震
災
恐
慌
処
理
過
程
に
と
も
な
う

金
融
恐
慌
、
と
目
ま
ぐ
る
し
い
ば
か
り
の
変
転
を
経
験
し
た
期
間
で
あ
っ
た
。
同
時
に
こ
れ
ら
一
連
の
諸
恐
慌
は
必
ら
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

銀
行
取
付
騒
ぎ
ー
休
業
－
廃
業
・
合
併
な
ど
、
金
融
面
で
の
破
綻
が
大
き
な
規
定
要
因
を
な
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
の
う
ち
に

「
慢
性
不
況
」
の
姿
を
み
る
こ
と
は
、
か
な
り
容
易
に
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
こ
こ
に
「
帝
国
主
義
段
階
」
の
特
徴
を
み
い
だ
す
格
好
の
素
材

が
提
供
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
人
々
も
少
な
く
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
、
古
く
は
猪
俣
津
南
雄
氏
た
ち
い
ら
い
二
七
年
金
融
恐
慌
が
二
〇
年
代
の
、
よ
り
厳
密
に
は
第
一
次
大
戦
期
以
来
の
「
水
膨
れ
」

（
＝
イ
ン
フ
レ
）
経
済
の
終
焉
を
も
た
ら
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
こ
の
恐
慌
が
五
大
銀
行
（
三
井
、
三
菱
、
住
友
、
第
一
、
安

田
）
を
先
頭
・
支
配
集
団
と
す
る
日
本
金
融
寡
頭
制
確
立
の
徴
表
と
し
て
の
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

視
点
は
い
わ
ば
学
界
の
共
有
財
産
と
も
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
で
は
、
何
故
に
こ
の
恐
慌
が
前
述
の
歴
史
的
意
義
を
有
す
る
の
か
、

と
問
わ
れ
る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
多
く
の
諸
業
績
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
五
大
銀
行
へ
の
資
金
集
中
の
急
増
と
、
二
八
年
新
銀
行
法

の
成
立
と
を
、
ほ
ぼ
異
口
同
音
に
論
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
問
い
に
対
す
る
解
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
直
ち
に
気
が
つ
く
。

小
稿
で
は
、
前
述
の
「
解
」
の
も
つ
一
定
の
妥
当
性
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
作
業
の
一
環
と
し
て
、

三
〇
年
代
の
資
本
主
義
世
界
に
お
い
て
不
均
等
に
「
高
度
」
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
日
本
資
本
主
義
の
展
開
構
造
を
前
提
し
た
、
二
〇
年
代
後

半
か
ら
三
〇
年
代
前
半
の
過
程
を
究
明
す
る
立
場
か
ら
、
つ
ぎ
の
諸
点
に
議
論
を
進
め
た
い
と
考
え
る
。

第
一
に
、
二
七
年
の
昭
和
金
融
恐
慌
が
五
大
銀
行
の
征
覇
を
結
果
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
前
史
を
な
す
第
一
次
大
戦
後
の
金
融
界
の
整

理
過
程
が
、
こ
の
恐
慌
期
の
整
理
過
程
に
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
も
戦
後
の
金
融
界
整
理
過
程
が
、
地
方
銀

行
界
の
整
理
を
広
く
包
含
し
て
い
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
地
方
銀
行
界
の
背
後
ま
た
は
基
盤
に
横
た
わ
っ
て
い
る
地
方
産
業

界
の
発
展
と
、
こ
の
指
摘
が
い
か
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
。
要
言
す
れ
ば
産
業
の
地
帯
別
構
成
の
変
化
と
地
方
銀
行
界
の
整
理
と
が
い
か
に
閑



連
し
あ
っ
て
い
る
か
。
な
お
、
こ
こ
か
ら
当
然
な
が
ら
、
政
府
・
大
蔵
省
・
日
本
銀
行
当
局
に
よ
る
銀
行
合
同
政
策
と
金
融
界
の
再
編
成
過
程

の
関
連
を
あ
き
ら
か
に
し
、
終
局
的
に
は
、
統
制
経
済
下
に
お
い
て
と
ら
れ
た
金
融
統
制
に
と
っ
て
、
昭
和
初
頭
（
一
九
二
〇
年
代
）
の
再
編

成
過
程
が
い
か
な
る
特
徴
を
刻
印
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
他
日
に
期
す
外
な
い
。

以
上
の
諸
側
面
の
検
討
は
、
わ
た
く
し
が
こ
れ
ま
で
試
み
て
き
た
金
解
禁
前
後
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
展
開
過
程
の
分
析
に
た
い
し
て
、

こ
の
過
程
の
金
融
的
支
柱
の
実
態
を
把
捉
す
る
一
助
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
こ
の
検
討
は
、
金
融
恐
慌
－
世
界
恐
慌

離
脱
（
中
国
東
北
部
侵
略
を
大
き
な
テ
コ
と
す
る
）
以
後
日
中
戦
争
期
に
本
格
化
さ
れ
た
日
本
経
済
全
般
の
フ
ァ
シ
ズ
ム
的
統
制
に
い
か
な
る

い
み
で
そ
の
歴
史
的
前
提
条
件
と
な
っ
た
の
か
を
、
経
済
構
造
の
支
柱
を
な
す
金
融
界
の
側
面
か
ら
明
ら
か
に
す
る
作
業
へ
の
橋
渡
し
と
も
な

る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
「
慢
性
不
況
」
の
考
え
方
を
、
一
八
七
三
年
か
ら
九
〇
年
代
初
頭
ま
で
つ
づ
い
た
大
不
況
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
資
本
主
義
、
と
く
に
ド
イ
ツ
の
独
占
資
本

の
形
成
と
の
対
比
に
お
い
て
、
展
開
さ
れ
た
の
は
大
内
力
『
日
本
経
済
論
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
二
年
で
あ
る
。
た
だ
し
大
内
氏
の
は
あ
い

は
、
一
九
〇
七
年
恐
慌
か
ら
第
一
次
大
戦
の
影
響
を
受
け
る
一
四
年
後
半
な
い
し
一
五
年
ま
で
の
七
、
八
年
間
に
そ
れ
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
同
書
、
一

六
六
ペ
ー
ジ
以
下
。
わ
た
く
し
が
、
本
稿
で
扱
う
一
九
二
〇
年
代
に
、
そ
の
「
慢
性
不
況
」
論
を
展
開
さ
れ
た
の
は
山
崎
広
明
「
概
観
」
　
（
林
健
久
、
山

崎
、
柴
垣
和
夫
『
日
本
資
本
主
義
』
第
二
章
〔
宇
野
弘
蔵
監
修
、
講
座
『
帝
国
主
義
の
研
究
』
第
六
巻
〕
、
青
木
書
店
、
一
九
七
三
年
）
　
二
一
六
ペ
ー
ジ

以
下
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
鉄
道
業
、
第
三
次
産
業
の
労
働
力
需
要
が
拡
大
し
、
こ
れ
に
電
力
業
の
発
展
に
主
導
さ
れ
た
新
興
重
化
学
工
業
の
労
働
力
需

要
も
加
わ
っ
て
、
実
質
賃
銀
の
急
上
昇
と
い
う
ト
レ
ン
ド
が
二
〇
年
代
に
も
維
持
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
／
と
こ
ろ
が
、
…
…
こ
の
賃
銀
水
準
は
、
脆
弱
な

新
興
重
化
学
工
業
に
と
っ
て
ほ
あ
ま
り
に
も
重
過
ぎ
る
負
担
で
あ
り
、
か
く
て
斯
業
は
生
産
額
の
う
え
で
の
一
定
の
発
展
に
も
か
か
わ
ら
ず
低
利
潤
に
あ

え
が
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
重
化
学
工
業
国
家
セ
ク
タ
ー
、
鉱
山
業
、
製
糸
業
の
停
滞
を
も
考
え
合
わ
せ
た
と
き
、
一
九
二
〇
年
代
が
一
般
に

『
慢
性
不
況
』
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の
も
当
然
で
あ
る
と
い
え
よ
う
」
　
（
同
所
）
。
ま
た
異
な
っ
た
視
角
か
ら
で
は
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
指
摘
も

な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
戦
後
恐
慌
、
慢
性
的
不
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
労
働
者
階
級
の
増
大
の
も
と
で
、
重
化
学
工
業
を
中
心
に
賃

銀
は
名
目
的
な
い
し
、
実
質
的
に
か
な
り
急
速
な
上
昇
傾
向
を
持
続
し
て
い
た
。
そ
し
て
欧
米
『
列
強
』
が
戦
後
ア
ジ
ア
市
場
に
復
帰
し
、
市
場
を
め
ぐ

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

る
国
際
的
競
争
・
矛
盾
関
係
が
ふ
た
た
び
激
化
す
る
情
勢
の
も
と
で
、
従
来
欧
米
『
列
強
』
に
く
ら
べ
て
格
段
に
低
い
賃
銀
を
海
外
市
場
進
出
・
高
利
潤

・
高
蓄
積
の
有
力
な
武
器
に
し
て
き
た
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
、
右
の
賃
銀
上
昇
傾
向
は
重
大
で
あ
っ
た
」
　
（
曙
峻
衆
三
『
日
本
農
業
問
題
の
展
開
』

上
、
一
九
七
一
年
、
東
京
大
学
出
版
会
、
三
〇
九
ペ
ー
ジ
、
傍
点
引
用
者
）
。
賃
銀
上
昇
を
「
慢
性
不
況
」
　
の
原
因
と
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
両
者
は

微
妙
に
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
戦
後
の
賃
銀
上
昇
が
、
企
業
経
営
を
困
難
に
さ
せ
た
と
す
る
視
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
賃
銀
上
昇
を
も
っ
て

戦
後
「
慢
性
不
況
」
の
基
本
的
原
因
と
す
る
に
は
、
な
お
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
つ
ま
り
戦
後
の
欧
米
重
化
学
工
業
独
占
と
そ
の

国
際
カ
ル
テ
ル
の
日
本
へ
の
再
侵
入
の
現
実
を
賃
銀
上
昇
論
視
角
で
処
理
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
た
ん
に
欧
米
独
占
に
と
っ
て
戦
時
中
に
手
薄
と
な
っ
た

地
域
（
こ
こ
へ
日
本
が
進
出
し
た
）
が
戦
後
、
う
は
い
か
え
さ
れ
た
に
と
ど
ま
ら
ず
、
欧
米
独
占
が
日
本
の
国
内
市
場
に
浸
透
し
た
点
を
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
る
。
生
産
技
術
の
側
面
の
評
価
（
欧
米
製
品
の
技
術
水
準
の
優
位
＝
生
産
性
の
高
位
性
）
、
ま
た
戦
後
再
建
さ
れ
た
欧
米
の
国
際
カ
ル
テ

ル
の
強
力
な
進
出
活
動
を
抜
き
に
し
て
、
賃
銀
上
昇
と
慢
性
不
況
の
連
関
を
論
ず
る
こ
と
は
、
そ
の
い
み
で
問
題
の
余
地
を
残
し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
そ
れ
散
に
、
日
本
資
本
の
つ
ぎ
の
よ
う
な
対
抗
的
あ
り
方
の
意
味
も
了
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
「
日
本
資
本
主
義
が
そ
の
急
遽
な
成

熟
の
さ
な
か
に
お
い
て
世
界
的
に
工
業
技
術
の
新
分
野
の
展
開
（
石
炭
エ
ネ
ル
ギ
ー
よ
り
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
、
い
わ
ゆ
る
電
気
化
学
工
業
、
軽

金
属
工
業
の
発
展
）
　
の
時
期
に
さ
し
か
か
り
、
そ
の
輸
入
に
よ
る
起
業
が
な
さ
れ
得
た
こ
と
は
特
に
資
本
の
発
展
の
不
均
衡
を
助
長
し
、
資
本
の
闘
争
を

混
乱
せ
し
め
た
」
　
（
井
上
暗
九
・
宇
佐
美
誠
次
郎
『
危
機
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
構
造
』
一
九
五
一
年
、
岩
波
書
店
、
五
二
へ
ー
ジ
）
。
拙
稿
「
金

解
禁
前
後
の
日
本
資
本
主
義
の
展
開
と
外
国
技
術
の
導
入
」
　
（
静
岡
大
学
『
法
経
研
究
』
二
二
－
二
　
〔
一
九
七
三
・
十
二
）
　
は
そ
う
し
た
視
点
か
ら
の

一
試
論
で
あ
る
。

（
2
）
　
「
彼
等
〔
金
融
資
本
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
〕
　
に
よ
る
、
金
解
禁
へ
の
決
意
と
宣
伝
〔
二
八
年
一
〇
月
、
東
京
大
阪
手
形
交
換
所
総
会
の
名
に
お
い
て
金
解

禁
即
行
を
決
議
し
た
こ
と
〕
　
と
は
、
一
面
に
於
い
て
、
彼
等
本
位
の
銀
行
整
理
が
『
八
、
九
分
通
り
具
体
化
し
』
、
来
た
る
べ
き
『
解
禁
』
恐
慌
に
対
す

る
自
己
の
抵
抗
力
と
準
備
と
が
更
に
一
層
強
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
」
　
（
猪
俣
津
南
堆
『
没
落
資
本
主
義
の
「
第
三
期
」
』
一

九
三
〇
年
、
大
衆
公
論
社
、
一
四
二
－
三
ペ
ー
ジ
）

（
3
）
　
東
洋
経
済
新
報
社
説
（
二
八
年
一
〇
月
二
七
日
号
）
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
大
正
一
四
年
か
ら
昨
年
〔
昭
和
二
年
〕
　
に
か
け
て
の
為
替
相
場
は
、
…

…
政
府
と
民
間
有
力
者
の
金
解
禁
希
望
に
刺
激
せ
ら
れ
て
、
急
激
に
騰
貴
し
た
。
其
結
果
は
、
と
う
i
昨
年
春
の
大
恐
慌
を
引
起
し
た
。
が
之
は
、
一

面
か
ら
云
ふ
と
、
此
為
替
騰
貴
（
従
っ
て
物
価
下
落
）
に
耐
え
得
な
い
弱
い
分
子
が
、
財
界
の
到
る
所
に
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
に
今
や
此
大
恐

慌
で
、
兎
転
も
角
に
も
、
英
等
の
弱
い
分
子
は
財
界
か
ら
取
除
か
れ
た
。
…
…
金
輸
出
解
禁
の
為
め
多
少
の
打
撃
を
鼓
で
受
け
や
う
と
も
、
さ
う
脆
く
倒



れ
る
や
う
な
事
は
あ
る
ま
い
」
　
（
一
〇
ペ
ー
ジ
、
傍
点
引
用
者
）
。
金
融
資
本
主
流
の
山
室
宗
文
（
三
菱
銀
行
）
も
述
べ
て
い
る
。
　
「
我
々
も
我
国
の
則

界
の
根
本
整
理
が
未
だ
完
了
し
て
居
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
認
め
て
居
る
け
れ
ど
も
、
昭
和
二
年
四
月
の
金
融
恐
慌
以
来
、
金
融
機
関
の
整
理
は
甚
し
く
進

捗
し
た
の
で
あ
る
」
　
（
山
室
「
昭
和
二
年
の
金
融
恐
慌
後
の
我
国
金
融
市
場
」
二
八
年
八
月
〔
『
金
解
禁
を
中
心
と
せ
る
我
国
経
済
及
金
融
』
　
三
一
年
、

改
造
社
、
所
収
〕
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
傍
点
引
用
者
）
。
当
時
の
こ
の
よ
う
な
評
価
が
、
今
日
で
も
う
け
つ
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
は
「
一
九
二

七
年
の
金
融
恐
慌
は
日
本
に
お
け
る
独
占
資
本
の
支
配
的
地
位
を
決
定
的
な
も
の
と
し
た
」
　
（
加
藤
俊
彦
『
本
邦
銀
行
史
論
』
一
九
五
七
年
、
東
京
大
学

出
版
会
、
二
六
二
ペ
ー
ジ
）
。

（
1
4
）
　
「
金
融
資
本
は
、
昨
年
の
金
融
恐
慌
の
結
果
、
始
め
て
そ
の
寡
釦
的
支
配
権
を
決
定
的
な
も
の
と
な
す
こ
と
が
出
来
た
」
　
と
す
る
点
で
は
、
野
口
栄
太

郎
も
、
共
通
認
識
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
野
呂
「
金
解
禁
と
円
本
位
制
の
確
立
」
財
政
経
済
時
報
、
一
九
二
八
年
〓
月
号
、
三
〇
ペ
ー
ジ
、
傍
点
原
著

者
）
。
し
か
し
、
野
呂
の
は
あ
い
、
金
解
禁
問
題
評
価
と
の
関
連
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
判
断
を
与
え
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
注
目
さ
れ
る
。
つ
ま
り
震
災
恐

慌
と
こ
の
金
融
恐
慌
が
爆
発
し
た
こ
と
に
よ
り
、
震
災
以
前
に
金
解
禁
が
実
施
さ
れ
た
場
合
に
は
た
ん
に
戦
前
の
金
本
位
制
へ
の
復
帰
、
実
質
的
な
ド
ル

へ
の
従
属
（
円
の
購
買
力
を
ド
ル
の
そ
れ
に
は
は
一
致
さ
せ
る
ま
で
国
内
通
貨
を
収
縮
さ
せ
る
に
せ
よ
、
高
利
外
債
の
輸
入
に
よ
っ
て
一
時
的
に
動
揺
を

糊
塗
す
る
に
せ
よ
）
を
結
果
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
が
二
つ
の
恐
慌
の
結
末
た
る
金
融
寡
頭
的
な
支
配
の
「
決
定
的
な
」
確
立
を
背
景
と
し
て
、
い
ま

や
日
本
独
自
の
「
円
本
位
」
　
（
正
貨
と
は
分
離
さ
れ
た
、
円
ブ
ロ
ッ
ク
構
想
に
途
を
拓
く
）
確
立
の
展
望
を
、
支
配
屑
が
み
い
だ
す
に
至
っ
た
と
す
る
。

野
呂
の
こ
の
み
方
の
独
自
性
は
、
金
融
恐
慌
＝
五
大
銀
行
制
覇
と
い
う
一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
事
実
（
こ
の
こ
と
は
そ
れ
自
体
、
再
吟
味
を
要
す
る

が
）
を
、
当
面
す
る
支
配
層
の
政
策
的
実
践
と
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
だ
ろ
う
。

（
5
）
　
「
一
定
の
妥
当
性
」
と
述
べ
た
の
は
、
外
な
ら
ず
、
前
注
（
4
）
　
の
み
方
を
念
頭
に
お
い
て
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
の
理
解
に
か
ん
し
て
、
不
十
分
な

が
ら
も
、
拙
稿
「
金
解
禁
の
政
策
史
的
意
義
」
　
（
大
阪
市
立
大
学
『
経
済
学
雑
誌
』
六
三
－
二
　
二
九
七
〇
・
八
〕
）
で
指
摘
し
て
お
い
た
。
ま
た
さ
い

き
ん
の
小
川
浩
八
郎
「
野
呂
栄
太
郎
の
日
本
資
本
主
義
研
究
と
昭
和
恐
慌
」
、
金
子
貞
志
「
猪
俣
津
南
雄
と
『
昭
和
恐
慌
』
」
（
い
ず
れ
も
『
中
央
大
学
経

済
研
究
所
年
報
』
第
四
号
二
九
七
四
年
三
月
刊
〕
所
収
）
を
も
参
照
。
た
だ
し
、
小
川
氏
諭
稿
で
は
、
さ
き
に
わ
れ
わ
れ
が
指
摘
し
た
野
口
の
＜
円
本

位
制
＞
展
望
に
つ
い
て
の
紹
介
も
分
析
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
両
氏
の
立
脚
点
は
、
世
界
的
な
帝
国
主
義
の
支
配
体
系
の
も
と
で
の
一
国
資
本
主
義
分
析

と
し
て
の
日
本
資
本
主
義
の
把
握
に
あ
り
、
い
ず
れ
か
と
い
え
は
、
猪
俣
氏
の
方
法
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
野
呂
の
方
法
を
い
か
に
深
め
る
か

は
、
今
後
に
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
　
加
藤
俊
彦
、
前
掲
書
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
〔
金
融
〕
恐
慌
に
よ
っ
て
地
方
の
中
小
銀
行
が
没
落
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
地
方
の

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

中
小
企
業
に
打
撃
を
あ
た
え
た
。
た
と
え
ば
織
物
業
の
ご
と
き
は
そ
の
最
大
な
る
も
の
で
そ
の
休
機
し
た
も
の
は
全
国
に
わ
た
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
か
く

し
て
こ
の
時
期
以
後
、
所
謂
中
小
企
業
金
融
問
題
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
登
場
し
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
直
接
に
は
、
中
小
企
業
に
金
融
を
あ

た
え
て
い
た
中
小
銀
行
が
没
落
し
去
っ
た
た
め
で
あ
り
、
要
す
る
に
日
本
に
お
い
て
本
格
的
に
独
占
資
本
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
の
反
映
に
は
か
な
ら
な

い
」
　
（
二
六
〇
ペ
ー
ジ
）
。
こ
う
し
た
見
地
と
と
も
に
、
ふ
つ
う
「
大
戦
で
急
膨
脹
し
、
そ
の
後
の
恐
慌
不
況
過
程
で
事
実
上
の
破
産
状
態
に
お
か
れ
て

い
た
不
良
企
業
と
、
そ
れ
に
結
び
つ
い
た
銀
行
は
、
戦
時
利
得
を
食
い
つ
ぶ
し
（
…
…
）
、
イ
ン
フ
レ
政
策
に
寄
生
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
こ

の
時
点
〔
金
融
恐
慌
〕
で
つ
い
に
破
綻
を
示
し
、
き
び
し
い
淘
汰
に
さ
ら
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
」
（
現
代
日
本
産
業
発
達
史
讐
銀
行
』
一
九
六
六
年
、

交
誼
祉
出
版
局
、
一
八
八
ペ
ー
ジ
）
と
み
ら
れ
て
き
て
い
る
。
小
稿
で
は
、
前
者
の
視
角
か
ら
、
地
帯
別
産
業
構
成
の
変
動
と
金
融
界
の
再
編
成
を
関
連

づ
け
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
さ
い
個
別
地
方
銀
行
に
そ
く
し
て
検
証
す
る
こ
と
が
、
一
層
事
態
を
鮮
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
で
は

そ
の
予
備
的
統
計
的
整
理
に
限
定
し
た
。

（
7
）
　
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
カ
ル
に
こ
の
間
の
経
過
を
た
ど
っ
た
も
の
と
し
て
は
、
日
本
銀
行
調
査
局
「
金
輸
出
再
禁
止
よ
り
終
戦
ま
で
の
我
国
経
済
統
制
の
推
移
」

一
九
垂
二
年
（
『
日
本
金
融
史
資
料
』
昭
和
編
第
二
七
巻
、
大
蔵
省
印
刷
局
、
一
九
七
〇
年
）
が
簡
便
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
法
律
の
側
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
し
て
、
た
と
え
ば
渡
辺
洋
三
「
経
済
統
制
法
と
財
産
権
」
　
（
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
基
本
的
人
権
』
第
二
巻
、
一
九
六
八
年
、
東
京

大
学
出
版
会
）
。
ま
た
、
福
島
正
夫
・
拝
司
静
夫
「
金
融
法
（
法
体
制
確
立
期
）
」
、
「
金
融
法
（
法
体
制
再
編
期
）
」
（
鵜
飼
信
成
ほ
か
編
『
日
本
近
代
法
発

達
史
』
第
六
巻
、
第
八
巻
、
一
九
五
九
年
、
勤
葦
書
房
）
も
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

Ⅱ
　
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
過
程
に
お
け
る
産
業
発
展
と
銀
行
合
同

第
一
次
大
戦
後
の
銀
行
合
同
の
推
移
と
そ
の
意
義
を
問
う
前
に
、
明
治
期
以
来
戦
中
ま
で
の
推
移
を
概
括
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
期
問
は
、
日
本
産
業
資
本
の
確
立
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
資
金
調
達
の
必
要
か
ら
も
銀
行
が
増
（
1
濫
）
設
さ
れ
る
時
期

で
あ
っ
た
た
め
、
政
府
は
合
同
勧
奨
を
ほ
と
ん
ど
行
わ
ず
、
産
業
資
本
の
大
規
模
化
に
対
応
し
て
銀
行
界
も
合
併
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
な

し
に
、
個
別
銀
行
の
大
規
模
化
＝
拡
大
に
努
め
た
の
で
あ
る
（
表
－
1
）
？
　
も
っ
と
も
こ
の
点
を
、
公
称
資
本
金
規
模
別
に
お
い
て
と
ら
え
た

は
あ
い
、
一
〇
〇
千
円
以
上
の
も
の
（
最
大
級
）
を
の
ぞ
い
て
、
が
い
し
て
、
一
九
一
四
－
〓
ハ
年
ご
ろ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
償
層
の
内
部



表－1普通銀行数と1行当り公称資本金

1行当り公称資本金行　　　　数

246千円

278　　（＋32）

357　　（＋79）

472　　（＋115）

565　　（＋　93）

1，450

1，447（－　3）

1，445（－　2）

1，398（一47）

1，377（－21）

1908年12月末

11年

14年

17年

18年

1・後藤新一『日本の金融統計』（東洋経済新報社，1970年）77ページより作成

2・（）内は対前期増減

3・原資料：大蔵省『銀行総覧』

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

で
、
小
型
化
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
せ
い
ぜ
い
上
位
一
〇
〇
行
て
い
ど
が
、

上
述
の
拡
大
化
を
持
続
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
表
1
2
）
。
さ
ら
に
、
戦
時
に
は
、

生
糸
織
物
な
ど
特
産
品
の
海
外
輸
出
の
好
調
に
さ
さ
え
ら
れ
（
図
－
1
、
2
）
、
そ
れ
ら
を
生

産
す
る
地
方
産
業
が
発
展
し
た
。
図
－
1
に
よ
る
と
、
一
九
一
九
－
二
〇
年
を
さ
か
い
に
し
て

、
生
糸
の
生
産
量
と
単
位
当
た
り
価
格
の
関
係
が
、
相
反
関
係
に
立
ち
、
輸
出
に
お
い
て
も
同

じ
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
量
の
増
大
は
生
産
量
単
位
当
た
り
価
格
の
暴
落
に
伴

な
わ
れ
、
た
め
に
輸
出
に
さ
い
し
て
、
外
貨
獲
得
能
力
が
大
幅
に
減
退
さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
ま
た
逆
に
言
え
ば
、
一
九
一
九
－
二
〇
年
ご
ろ
ま
で
の
生
糸
の
外
貨
獲
得
能
力
の

大
き
さ
を
示
し
、
生
糸
業
の
戦
時
に
お
け
る
発
展
が
、
地
方
金
融
を
盛
ん
に
す
る
条
件
と
も
な

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
図
－
2
に
は
、
綿
織
物
・
絹
織
物
が
、
一
九
一
四
－
一
九
年
の

戟
時
に
巨
大
な
外
需
を
え
て
生
産
拡
大
を
ひ
き
お
こ
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
製
品

は
地
方
産
業
界
に
よ
っ
て
つ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
こ
れ
が
ま
た
生
糸
金
融
と
な
ら
ん

で
、
地
方
金
融
界
の
発
展
を
条
件
づ
け
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

地
方
産
業
の
発
展
は
、
そ
れ
を
背
後
か
ら
支
え
る
地
方
金
融
機
関
の
増
設
や
拡
大
を
促
し
た

の
で
あ
り
、
さ
き
に
述
べ
た
小
規
模
化
も
こ
の
反
映
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
き
の
表
1

2
を
み
て
も
、
最
大
級
銀
行
数
の
増
大
と
と
も
に
、
他
の
級
の
銀
行
数
も
根
強
い
増
大
を
示
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
小
規
模
な
銀
行
の
数
が
減
少
せ
ず
む
し
ろ
増
加
し
て
い
る
（
公
称

資
本
金
三
～
五
万
円
規
模
で
二
二
年
の
二
一
五
行
か
ら
一
四
年
二
四
四
行
、
一
五
年
二
四
二
行

三
三
七
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落
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潔
し
『
皿
針
8
秒
警
語
半
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？
1
↓
T
ム
ー
阜
h
二
二
ザ
免

と
い
う
ふ
う
に
）
こ
と
は
、
ま
さ
に
こ
の
端
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
第
一
次
大
戦
の
勃
発
は
、
こ
う
し
た
状
況
を
激
変
さ
せ
た
？
ま
ず
第
一
に
欧
米
か
ら
の
重
化
学
工
業
製
品
の
輸
入
の
途
絶
ば
か
り

か
、
逆
に
、
そ
れ
ら
製
品
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
需
要
を
も
誘
発
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
鉄
飢
讐
さ
え
伴
な
う
造
船
業
、
鉄
鋼
業
を
先
頭
と

す
る
急
激
な
設
備
拡
大
、
化
学
工
業
薬
品
の
急
造
な
ど
、
景
気
の
急
1
昇
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
。
鉄
鋼
業
の
濫
設
は
、
こ
の
間
の
き
わ
め
て
大

き
な
象
徴
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
、
が
、
そ
れ
は
、
つ
ぎ
の
表
－
3
に
典
型
的
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
表
に
よ
れ
ば
、
な
る
は

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



表－3　第1次大戦期の鉄鋼業濫設（民間製鉄所）

1913年

工　　場　　総　　数

投　資　総　額

1工場当り平均投資額

年五卜
産○ン
○以
○下

年五卜
産○ン
○以
○上

21

90，701千円

4，319千円

工　　場　　数

投　　資　　額

1工場当り
平均投資額

‾　▲‾　‾　一　一　一　一・・・一　一一　一一　一一　一・・一・一・▲一　一　一一　一　一一　■

工　　場　　数

投　　資　　額

1工場当り
平均投資額

1918年

208

214，348千円

1，031千円

14

47，401千円

3，386千円

7

43，300千円

6，186千円

現代日本産業発達史Ⅳ『鉄鋼』の記述より作成

166

62，976千円

379千円

42

51，372千円

3，604千円

表－4　府県別普通銀行払込資本金比重（上位）

1913年　l　1919年

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

東京＋大
阪＋愛知
＋兵庫
（指数）

その他全
地　　域

全国　計

東京　31．92

大阪　14．07

兵庫　　5．75

静岡　　4．45

新潟　　3．01

愛知　　2．77

神奈川　2．44

富山　　2．31

長崎　1．76

福岡　1．73

愛媛　1．72

長野　1．66

54．51

（100）

（100）

（100）

東

大

兵

愛

静

富

京
阪

1927年

34．10

19．79

庫　　6．02

知　　3．43

岡　　2．38

山　　2．21

新潟　　2．00

愛媛　1．67

神奈川1．58

長崎　1．53

大分　1．31

長野　1．31

63．34

（237．24）

（164．54）

（204．17）

東京　27．92

大阪　13．91

兵庫　　5．30

愛知　　3．82

新潟　　3．33

静岡　　3．28

富山　　3．13

長野　　3．12

愛媛　　2．03

栃木　　2．02

埼玉　1．52

山梨　1．52

50．95

（392．42）

（452．70）

（419．84）

1932年

東京　28．93

大阪　14．92

兵庫　　4．38

愛知　　4．38

富山　　3．71

新潟　　3．66

静岡　　3．29

栃木　1．56

埼玉　1．51

愛媛　1．49

長崎　1．46

福岡　1．45

52．61

（332．72）

（359．14）

（344．74）

前掲，後藤新一『日本の金融統計』73－74ページより作成（％）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

三
四
〇



ど
戦
時
下
に
、
工
場
数
は
十
倍
に
増
加
し
た
が
一
工
場
当
り
投
資
額
で
は
四
分
の
一
以
下
に
、
年
産
五
千
ト
ン
以
下
で
は
実
に
十
分
の
一
近
く

に
激
減
し
、
生
産
基
盤
の
弱
体
化
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
重
化
学
工
業
資
本
の
急
成
的
な
確
立
の
要
請
　
－
　
こ
れ
は
ほ
か
で
も
な
く
、
資

金
的
基
礎
の
強
力
に
伴
な
わ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
れ
を
保
証
す
る
銀
行
資
本
の
大
型
化
が
要
請
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
に
、
生
糸
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
需
要
が
、
戦
後
恐
慌
を
き
っ
か
け
に
急
縮
小
し
た
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
紡
績
資
本
の
多
角
経

営
化
の
一
環
と
し
て
、
織
布
兼
営
の
動
き
が
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
地
方
生
糸
業
、
織
物
業
の
崩
壊
と
地
方
金
融
界
の
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
地
帯
別
普
通
銀
行
払
込
資
本
金
比
重
を
み
る
と
（
表
－
4
）
、
あ
き
ら

か
に
戦
時
下
の
銀
行
資
本
の
都
市
集
中
の
極
め
て
著
し
い
の
に
ひ
き
か
え
、
戦
後
は
む
し
ろ
こ
の
傾
向
が
鈍
化
し
、
一
九
一
九
－
二
七
年
の
時

期
に
低
下
さ
え
示
し
、
地
方
金
融
界
の
比
重
の
高
ま
り
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
般
的
に
は
た
と
え
ば
織
物
業
が
一
九
－
二
〇
年
の
時
期

に
不
利
な
様
相
を
口
王
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
を
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
一
面
で
は
地
方
の
旧
来
の
産
業
の
経
営
状
況
が
悪
化
す
る
と
み
ら
れ
る

と
と
も
に
、
他
面
で
は
、
戦
時
中
ま
で
、
近
代
工
業
と
い
え
ば
、
東
京
、
大
阪
周
辺
に
集
中
し
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
が
戦
後
、
地
方
に

波
及
し
て
い
っ
た
こ
と
を
映
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
こ
の
点
の
分
析
は
次
章
で
行
う
）
。
ま
た
長
野
県
の
銀
行
資
本
金
払
込
比
重
が

一
九
年
の
一
・
六
六
％
か
ら
二
七
年
の
三
・
二
一
％
に
上
昇
（
こ
の
間
、
全
国
の
払
込
資
本
金
量
は
七
二
千
万
円
か
ら
一
四
八
千
万
円
に
二
倍

以
上
の
伸
び
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
）
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
二
〇
年
代
、
生
糸
業
が
一
路
衰
退
を
遂
げ
た
と
単
純
に
理
解
さ
れ
て
は
な

ら
な
い
事
情
が
う
か
が
え
る
。

以
上
の
よ
う
な
戦
時
中
に
生
じ
た
異
常
な
生
産
規
模
拡
張
の
傾
向
は
、
綿
糸
等
諸
商
品
、
株
価
の
投
機
と
そ
れ
に
酔
う
「
戦
争
成
金
」
を
大

量
に
う
み
出
し
た
。
資
金
の
不
良
貸
付
（
固
定
貸
）
の
大
量
発
生
も
そ
の
経
済
環
境
の
下
で
生
じ
た
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
こ
と
に
新
興
重

化
学
工
業
資
本
や
地
方
に
濫
設
さ
れ
た
産
業
に
結
び
つ
い
た
金
融
機
関
に
お
い
て
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
時
中
の
急
速
な
経
済
拡

大
は
海
外
か
ら
の
引
き
合
い
を
誘
因
と
し
て
加
速
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
生
産
技
術
上
の
改
善
・
生
産
能
率
の
向
上
へ
の
努
力
を
な

′招．

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



表－5　第1次大戦後の鉄鋼業界の再編成

（1）内地鉄鋼業会社数　　農商務省統計（1923年）

●

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

計

計

（2）1929年における現存会社

製鋼・鋼材メーカー（年産1万トン以上）銑鉄メーカー

井　　系

菱　　系

日本製鋼・釜石鉱山

三菱製鉄・東京鋼材

浅野・大川・安田

（渋沢）

日本鋼管・東海鋼業（富

士製鋼）・浅野小倉製鋼

浅野造船

そ　　の　　他

大阪製鉄・徳山鉄板

神戸製鋼・川崎造船

川崎車両・九州製鋼

住住友製鋼・住友伸銅

輪西製鉄所

釜　石　鉱　山

東　洋　製　鉄

＜植民地＞

三菱製鉄兼二滴

満州製鉄鞍山

本渓湖媒鉄公司

三
四
二

す
暇
も
な
く
、
外
延
的
拡
大
を
基
調
と
す
る
も
の
で

あ
っ
た
ゆ
え
に
、
戦
争
が
終
結
し
、
欧
米
諸
国
の
重

化
学
工
業
独
占
が
日
本
市
場
に
復
帰
し
て
く
る
や
、

た
ち
ま
ち
日
本
側
の
敗
退
避
け
が
た
く
、
深
刻
な
不

況
過
程
に
沈
没
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
も

そ
の
典
型
的
事
例
を
鉄
鋼
業
に
お
い
て
み
る
こ
と
が

で
き
る
（
表
－
5
）
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
分
野
の
不

良
企
業
の
整
理
が
極
め
て
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
展
開
さ

れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
戦
後
の
重
化
学
工
業

化
の
過
程
と
、
独
占
化
と
が
。
ハ
ラ
レ
ル
に
把
握
さ
れ

ぅ
る
も
の
と
し
て
、
鉄
鋼
業
が
あ
げ
ら
れ
て
き
て
い

る
。
こ
こ
で
は
戟
後
の
軍
縮
体
制
の
下
で
、
官
営
八

幡
製
鉄
所
製
品
さ
え
、
官
（
軍
）
需
が
ス
ト
ッ
プ
し

た
た
め
に
、
八
幡
は
積
極
的
に
そ
の
有
利
な
地
位

（
中
国
か
ら
の
有
利
低
価
格
で
の
原
料
購
入
と
、
政

府
の
与
え
た
諸
特
権
に
も
と
づ
く
）
を
活
用
し
て
、

民
間
市
場
に
売
り
込
み
を
は
か
り
、
こ
れ
が
民
間
鉄

鋼
業
界
と
の
競
争
・
対
立
を
激
烈
に
し
、
さ
ら
に
民



問
不
良
企
業
の
存
立
条
件
を
根
底
的
に
解
体
に
お
い
や
り
、
財
閥
系
優
良
企
業
の
み
が
生
存
を
許
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と

も
、
こ
の
深
刻
な
不
況
過
程
に
お
い
て
、
産
業
界
で
は
三
〇
年
代
発
展
の
基
礎
条
件
と
し
て
の
大
資
本
に
よ
る
企
業
内
の
「
合
理
化
」
が
図
ら

れ
て
い
っ
た
こ
と
、
こ
れ
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
戦
後
の
不
況
過
程
は
、
戦
時
中
の
急
成
的
な
金
融
機
関
の
拡
大
・
濫
設
と
、
不
良
貸
付
の
限
界
性
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
照
ら
し
出
し
た

の
で
あ
る
。
三
井
物
産
に
も
迫
る
い
き
お
い
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
「
戦
争
成
金
」
鈴
木
商
店
の
問
題
は
、
こ
の
こ
と
を
示
す
集
中
的
表
現
で

あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
商
店
に
対
す
る
台
湾
銀
行
か
ら
の
大
量
の
不
良
金
融
（
固
定
貸
）
が
同
系
列
企
業
の
「
育
成
」
を
助
け
た
反
面
、
そ

れ
ら
企
業
の
収
益
性
の
悪
化
を
隠
蔽
し
っ
づ
け
る
も
の
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
鈴
木
商
店
の
ほ
か
に
も
、
多
数
の
地
方
中
小
資
本
が
、
自
己

の
企
業
設
立
の
た
め
に
金
融
機
関
を
濫
設
し
、
こ
れ
を
い
わ
ば
「
機
関
銀
行
」
化
し
て
、
大
量
の
不
良
貸
付
を
行
わ
せ
る
か
く
れ
み
の
に
し
て

い
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
戦
後
の
不
況
過
程
に
お
け
る
金
融
界
の
不
振
を
い
っ
そ
う
す
る
ど
い
も
の
と
し
た
わ

け
で
あ
る
。

戦
後
の
こ
う
し
た
変
動
の
中
で
、
金
融
界
の
整
理
の
方
向
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
ま
ず
第
一
に
、
地
方
産
業
の
崩
壊
と
も
関
連
し
て
、
地
方

金
融
機
関
の
濫
設
を
阻
止
す
る
こ
と
。
第
二
に
、
重
化
学
工
業
化
に
対
応
し
て
巨
大
な
資
金
力
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
大
金
融
機
関
を
さ
ら
に

強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
資
金
集
積
の
一
条
件
と
し
て
、
地
方
資
金
を
中
央
に
吸
収
す
る
た
め
に
、
地
方
金
融
機
関
を
整
理
淘
汰
し
、
可
能

な
ら
ば
、
中
央
大
金
融
機
関
の
系
列
化
に
繰
り
入
れ
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
金
解
禁
政
策
の
採
用
を
見
透
し
て
、
産
業
界
の
支
柱
た
る

金
融
機
関
の
強
化
（
そ
の
不
良
貸
付
の
整
理
を
含
む
）
を
は
か
る
こ
と
。
こ
の
よ
う
な
整
理
の
方
向
の
中
で
、
さ
い
ご
の
第
一
二
の
も
の
が
、
政

策
当
局
者
、
金
融
資
本
家
筋
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
知
ら
れ
る
通
り
で
あ
り
、
第
一
、
第
二
の
も
の
も
、
第
三

点
の
強
調
を
通
し
て
現
実
化
す
る
い
み
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
第
一
点
お
よ
び
第
二
点
は
産
業
お
よ
び
金
融
構

造
の
展
開
の
現
実
が
要
請
し
た
も
の
と
す
る
な
ら
ば
、
第
三
点
は
近
い
将
来
の
政
策
実
行
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
生
れ
る
「
期
待
」
に
も

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
鍍
行
合
同
の
基
盤

と
、
つ
く
方
向
、
と
い
え
よ
う
。
。
の
吊
り
な
金
融
界
整
理
の
方
向
は
、
妄
三
年
の
石
井
定
七
商
描
頂
錠
か
ら
同
年
末
の
銀
行
界
の
動
揺

に
さ
い
し
て
の
「
地
方
的
合
同
」
方
針
や
、
金
解
禁
準
備
含
み
の
一
九
二
六
年
金
融
制
度
調
査
会
答
申
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

（
1
）
　
小
銀
行
濫
設
の
出
発
点
は
、
－
八
九
五
年
の
日
清
戦
争
後
の
企
業
勃
興
期
に
も
と
め
ら
れ
る
。
そ
の
基
盤
は
、
「
我
国
産
業
組
織
が
尚
は
地
方
分
散

的
、
且
つ
極
め
て
小
規
模
で
あ
っ
て
、
資
金
需
要
量
も
比
較
的
小
で
あ
っ
た
こ
と
」
、
「
銀
行
を
以
て
産
業
開
発
の
原
動
力
と
し
、
官
民
共
に
之
が
設
」
彗

増
加
を
希
望
せ
る
こ
と
」
な
ど
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
金
融
研
究
会
『
我
国
に
於
け
る
銀
行
合
同
の
大
勢
』
一
九
三
五
年
〔
日
本
銀
行
調
査
局
『
日
本
金

融
史
資
料
・
昭
和
編
』
第
二
四
巻
、
一
九
六
九
年
、
所
収
〕
六
二
九
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
傾
向
は
一
九
〇
一
年
春
の
金
融
恐
慌
に
よ
っ
て
く
つ
が
え
さ
れ
、

「
分
散
的
傾
向
か
ら
集
中
的
傾
向
へ
」
転
化
す
る
情
勢
と
相
ま
っ
て
、
政
府
の
合
同
勧
奨
方
針
が
現
実
化
し
は
じ
め
る
。
も
っ
と
も
大
正
初
頭
ま
で
の
こ

の
過
程
は
、
な
お
産
業
界
の
一
般
的
発
展
を
背
景
と
し
て
、
「
其
の
実
績
に
至
っ
て
は
未
だ
之
を
十
分
挙
ぐ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
」
　
（
同
、
六
三
二
ペ
ー

ジ
）
。
第
一
次
世
界
大
戦
の
勃
発
以
降
の
戦
時
下
で
は
、
銀
行
合
同
の
著
増
と
と
も
に
規
模
の
大
型
化
も
進
行
す
る
。
こ
の
点
、
合
同
の
性
格
も
、
前
段

階
の
地
方
小
銀
行
の
経
営
難
か
ら
生
じ
た
合
同
か
ら
、
戦
争
に
よ
る
「
我
経
済
界
一
般
の
拡
大
膨
脹
を
基
調
と
す
る
」
合
同
へ
、
と
変
化
し
て
い
る
こ
と

は
注
目
さ
れ
る
（
同
、
六
三
四
ペ
ー
ジ
）
。
な
お
「
勧
奨
」
と
い
う
表
現
に
は
「
行
政
指
導
、
勧
誘
、
奨
励
、
干
渉
な
ど
の
複
雑
な
意
味
が
含
ま
れ
て
い

る
」
　
（
前
掲
『
銀
行
』
二
四
七
ペ
ー
ジ
）
。

（
2
）
　
大
戦
中
の
生
糸
業
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
需
要
激
増
が
外
貨
準
備
の
累
積
↓
生
産
拡
大
1
銀
行
信
用
の
拡
大
、
を
ひ
き
お
こ
し
、
か
つ
ま
た
一
九

二
〇
年
代
の
重
化
学
工
業
の
一
定
の
拡
大
の
条
件
と
な
っ
た
（
前
掲
、
林
・
山
崎
・
柴
垣
『
日
本
資
本
主
義
』
三
〇
－
三
ニ
ー
ジ
）
こ
と
は
重
要
で
あ

ろ
う
。
な
お
「
≡
環
節
」
諭
（
名
和
統
－
氏
）
視
角
で
と
ら
え
る
は
あ
い
、
生
糸
業
は
、
綿
糸
紡
績
業
と
な
ら
ん
で
、
日
本
資
本
主
義
の
重
化
学
工
業
資

材
（
完
・
半
完
製
品
を
含
む
と
こ
ろ
の
）
の
獲
得
源
泉
と
し
て
、
基
軸
的
位
置
を
占
め
つ
つ
、
な
お
さ
ら
に
そ
れ
の
原
料
基
礎
が
国
内
に
あ
る
点
に
お

い
て
、
生
糸
業
の
役
割
の
重
要
性
を
、
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
観
点
か
ら
、
二
〇
年
代
前
半
（
二
五
年
＝
生
糸
輸
出
籠
ピ
ー
ク
）
の

生
糸
輸
出
の
高
さ
を
評
価
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
と
と
も
に
、
数
量
単
位
当
た
り
価
格
の
低
落
の
深
刻
な
意
義
を
も
看
過
し
え
な
い
。

（
3
）
　
こ
の
点
に
か
ん
し
て
の
簡
潔
な
分
析
と
し
て
寺
谷
武
明
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
鉄
鋼
政
策
」
　
（
安
藤
良
雄
編
『
日
本
経
済
政
策
史
論
』
上
、
東
京

大
学
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
所
収
）
。

（
4
）
　
か
つ
て
山
田
盛
太
郎
氏
は
「
問
屋
制
度
的
家
内
工
業
か
ら
零
細
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア
＝
零
細
工
場
へ
の
転
化
の
過
程
は
、
在
来
の
分
散
的
自
宅
的
生

産
か
ら
協
業
的
統
一
的
工
場
生
産
へ
の
転
化
の
過
程
と
し
て
現
ほ
れ
、
…
…
織
物
業
の
躍
進
は
急
湖
を
加
へ
、
大
正
八
年
を
絶
頂
期
と
し
、
翌
九
年
に
至



り
て
崩
壊
す
る
に
至
る
」
　
（
『
日
本
資
本
主
義
分
析
』
岩
波
書
店
、
一
九
三
四
年
、
五
四
ペ
ー
ジ
）
　
と
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
の
内
に
、
農
村

解
体
の
危
機
を
把
握
さ
れ
た
。
ま
た
、
東
洋
紡
績
の
例
に
み
る
よ
う
に
、
大
阪
紡
績
と
三
重
紡
績
の
合
併
に
よ
る
同
社
の
設
立
（
一
九
一
四
年
）
以
来
、

織
布
兼
営
方
針
が
採
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
一
九
年
末
に
絹
糸
紡
績
な
ど
に
も
進
出
し
、
多
角
経
営
化
を
ほ
か
っ
た
（
東
洋
紡
績
株
式
会
社

『
東
洋
紡
績
七
十
年
史
』
一
九
五
三
年
、
第
十
四
章
、
二
八
四
ペ
ー
ジ
以
下
）
。
つ
ま
り
三
重
紡
績
が
す
で
に
一
九
〇
四
－
五
年
に
兼
営
織
布
工
場
に
よ

り
三
重
県
の
織
物
総
産
韻
の
約
七
割
を
占
め
て
い
た
こ
と
（
神
立
春
樹
『
明
治
期
農
村
織
物
業
の
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
四
年
、
二
六
ペ
ー

ジ
）
を
、
東
洋
紡
が
ひ
き
つ
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二
様
の
流
れ
（
山
田
氏
の
指
摘
と
東
洋
紡
の
ば
あ
い
に
お
け
る
）
は
、
い
ず
れ
も
農
家
家
内
副
業

と
し
て
の
織
物
業
の
役
割
を
崩
し
、
農
村
解
体
の
危
機
を
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

（
5
）
　
地
方
生
糸
業
と
地
方
金
融
界
の
連
繋
に
つ
い
て
は
、
さ
い
き
ん
の
研
究
に
伊
藤
正
直
「
一
九
二
〇
年
代
日
本
金
融
構
造
の
一
側
面
－
・
長
野
県
に
お
け
る

地
方
銀
行
群
の
存
在
形
態
と
そ
の
特
質
－
」
　
（
土
地
制
度
史
学
会
一
九
七
四
年
秋
季
学
術
大
会
報
告
）
が
あ
る
。

（
6
）
　
「
戟
中
期
、
造
船
資
本
は
好
況
の
真
只
中
に
あ
り
、
更
新
投
資
圧
力
を
受
け
な
い
位
置
に
あ
っ
た
か
ら
、
蓄
積
が
外
延
的
拡
大
と
し
て
行
な
わ
れ
た
こ

と
は
当
然
の
こ
と
と
い
え
よ
う
」
　
（
橋
本
寿
朗
「
第
一
次
大
戦
期
に
お
け
る
造
船
資
本
の
蓄
積
構
造
」
、
『
土
地
制
度
史
学
』
六
三
号
、
一
九
七
四
年
、

三
四
ペ
ー
ジ
）
。

（
7
）
　
拙
稿
「
重
化
学
工
業
化
と
独
占
化
」
　
（
大
石
嘉
一
郎
・
宮
本
竃
一
編
『
日
本
資
本
主
義
発
達
史
の
基
礎
知
識
』
有
斐
闇
、
近
刊
予
定
）
は
そ
の
よ
う
な

観
点
か
ら
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
8
）
　
こ
の
点
の
詳
細
は
、
現
代
日
本
産
業
発
達
史
Ⅳ
『
鉄
鋼
』
　
（
飯
田
賢
一
・
大
橋
周
治
・
黒
岩
俊
郎
編
）
交
誼
社
出
版
局
、
一
九
六
九
年
、
第
三
部
、
参

照
の
こ
と
。

（
9
）
　
二
〇
年
代
と
三
〇
年
代
の
「
産
業
合
理
化
」
の
段
階
的
差
異
（
前
者
の
生
産
性
上
昇
と
後
者
の
停
迷
）
を
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
は
、
拙
稿
「
世
界
恐

慌
と
日
本
」
（
藤
井
松
一
編
『
日
本
史
を
学
ぶ
ー
㈱
現
代
』
有
斐
閣
、
近
刊
予
定
。
ま
た
段
階
的
差
異
に
は
ふ
れ
て
は
い
な
い
が
、
一
九
二
〇
年
代
の
大
資

本
を
基
軸
と
す
る
設
備
更
新
等
合
理
化
に
つ
い
て
指
摘
し
た
も
の
に
隅
谷
三
喜
男
編
『
昭
和
恐
慌
』
有
斐
閣
、
一
九
七
四
年
、
第
Ⅰ
章
（
白
井
泰
四
郎
氏

執
筆
）
一
七
ペ
ー
ジ
、
中
村
隆
英
『
戦
前
期
日
本
経
済
成
長
の
分
析
』
一
九
七
一
年
、
岩
波
書
店
、
一
五
六
ペ
ー
ジ
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
諸
論

著
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
鮎
沢
成
男
「
昭
和
恐
慌
と
『
産
業
合
理
化
運
動
』
」
　
（
『
中
央
大
学
経
済
研
究
所
年
報
』
第
四
号
、
一
九
七
四
年
三
月
刊
）
も
、

と
く
に
一
二
〇
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
こ
の
間
題
に
ふ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
物
質
的
前
提
条
件
の
実
在
こ
そ
が
、
世
界
恐
慌
期
か
ら
三
五
年
前
後
ま
で
の

工
業
発
展
の
要
因
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
こ
と
に
よ
っ
て
も
推
測
さ
れ
う
る
。
三
〇
年
代
前
半
に
は
企
業
は
設
備
拡
張
資
金
を
要
し
な
か

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
鋭
行
合
同
の
基
盤

っ
た
が
、
三
五
、
六
年
以
降
に
は
こ
れ
を
要
し
、
外
部
資
金
を
得
る
努
力
が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
大
民
間
金
融
機
関
が
そ
の
時
期
ま
で
、
恐

慌
過
程
で
累
積
し
た
資
金
を
国
債
消
化
に
充
て
た
た
め
に
公
債
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
潜
在
化
さ
せ
ら
れ
て
い
た
が
、
三
五
、
六
年
に
至
る
と
、
企
業
の

資
金
需
要
に
応
ず
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
国
債
が
本
格
的
に
日
銀
に
引
受
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
顕
在
化
に
立
ち
至
っ
た
、
と

の
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
評
価
。
つ
ま
り
、
三
四
、
五
年
ま
で
旧
来
の
＝
二
〇
年
代
以
来
の
企
業
設
備
の
稼
動
化
が
中
心
テ
ー
マ
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

三
〇
年
恐
慌
前
の
段
階
で
す
で
に
一
定
程
度
の
設
備
の
確
保
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
な
展
開
が
可
能
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

二
〇
年
代
合
理
化
は
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
上
で
再
把
握
さ
る
べ
き
テ
ー
マ
で
あ
ろ
う
。

（
1
0
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
金
融
恐
慌
と
日
本
資
本
主
義
」
　
（
前
掲
藤
井
松
一
編
『
日
本
史
を
学
ぶ
主
㈲
現
代
』
所
収
）
。

（
1
1
）
　
そ
の
詳
細
な
基
礎
資
料
は
、
日
本
銀
行
調
査
局
「
関
東
震
災
ヨ
リ
昭
和
二
年
金
融
恐
慌
‥
至
ル
我
財
界
（
未
定
稿
）
」
一
九
三
三
年
、
第
六
章
（
『
日
本

金
融
史
資
料
・
明
治
大
正
編
』
第
二
十
二
巻
、
一
九
五
八
年
）
参
照
。

（
誓
　
も
っ
と
も
大
正
後
期
か
ら
昭
和
初
頭
（
二
〇
年
代
↓
三
〇
年
代
中
葉
）
に
か
け
て
の
銀
行
界
の
整
理
は
、
地
方
銀
行
界
の
整
理
を
基
調
と
し
て
い
た
と

い
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
都
市
大
銀
行
へ
の
地
方
金
融
機
関
の
吸
収
合
併
を
主
な
流
れ
と
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
二
三
年
二
月
発
足
の
新
安
田
銀

行
へ
の
〓
行
の
吸
収
合
併
は
、
そ
の
脈
絡
の
中
で
は
、
独
自
的
な
も
の
と
い
え
よ
う
。
以
下
に
示
す
事
例
は
そ
の
点
で
当
時
の
本
流
と
し
て
の
意
味
は

も
ち
え
な
か
っ
た
。
三
菱
銀
行
に
あ
っ
て
ほ
二
四
年
、
森
村
銀
行
の
系
列
化
、
住
友
銀
行
に
あ
っ
て
は
、
田
中
興
業
銀
行
（
二
四
年
）
、
若
松
商
業
銀
行

（
二
五
年
）
、
久
留
米
銀
行
（
二
七
年
）
、
浅
田
銀
行
（
三
〇
年
）
、
和
歌
山
倉
庫
銀
行
（
三
年
）
の
買
収
、
西
肥
銀
行
（
二
七
年
）
　
の
系
列
化
が
進
行

し
た
、
な
ど
。

（
1
3
）
　
た
と
え
は
「
銀
行
は
経
済
機
関
の
中
で
は
最
も
重
要
な
も
の
と
私
は
考
へ
と
屠
り
ま
す
。
…
…
銀
行
さ
へ
確
実
に
基
礎
が
あ
る
な
ら
は
、
他
の
経
済
機

関
は
多
少
薄
弱
で
も
、
全
体
の
経
済
界
を
破
壊
す
る
や
う
な
こ
と
は
な
い
と
云
ふ
こ
と
を
私
は
考
へ
て
居
る
」
　
（
井
上
準
之
助
『
戦
後
に
於
け
る
我
国
の

経
済
及
金
融
』
岩
波
書
店
、
一
九
二
五
年
、
四
八
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
ふ
う
に
。

（
誓
　
こ
の
間
の
経
緯
を
、
い
ま
簡
単
に
み
て
お
け
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。
完
二
二
年
末
の
銀
行
界
の
動
揺
に
さ
い
し
て
は
小
銀
行
整
理
、
資
産
状
態
の

堅
実
化
、
「
地
方
的
合
同
」
方
針
が
明
確
化
さ
れ
、
二
三
年
の
大
蔵
省
新
方
針
で
は
本
、
支
店
の
新
設
を
厳
し
く
制
限
し
、
同
省
で
予
め
地
方
別
に
基
準

を
設
定
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
地
方
各
長
官
と
協
議
の
上
積
極
的
に
合
同
を
勧
奨
す
る
こ
と
と
し
た
。
震
災
恐
慌
で
は
銀
行
に
積
極
的
支
援
を
ほ
か
る
一
万
、

二
四
年
七
月
大
蔵
次
官
通
牒
「
銀
行
合
同
奨
励
の
件
」
お
よ
び
各
府
県
知
事
宛
通
牒
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
多
数
の
小
銀
行
に
自
ら
増
資
を
通

じ
て
経
営
改
善
を
図
ら
せ
る
の
は
無
理
な
の
で
、
地
方
長
官
の
力
を
え
て
地
方
の
経
済
活
動
域
に
合
致
し
た
合
同
の
勧
奨
を
行
う
こ
と
、
ま
た
政
府
に
お



い
て
「
小
銀
行
の
存
立
に
関
す
る
制
限
其
の
他
一
般
銀
行
の
整
理
改
善
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を
検
討
中
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。
こ
う
し

て
政
府
主
導
の
地
方
金
融
界
再
編
成
を
つ
く
り
出
し
た
が
、
こ
れ
は
三
三
年
以
降
の
「
地
方
的
金
融
統
制
」
の
蔚
芽
形
態
を
な
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
5
）
　
二
六
年
、
わ
が
国
金
融
制
度
全
般
の
整
備
改
善
に
か
ん
す
る
方
策
を
諮
問
さ
れ
た
金
融
制
度
調
査
会
は
、
前
以
て
同
年
四
月
と
七
月
に
組
織
さ
れ
て
い

た
政
府
の
準
備
委
員
会
と
日
銀
、
民
間
大
銀
行
の
代
表
者
か
ら
な
る
臨
時
委
員
会
が
提
案
し
た
内
容
を
受
け
て
十
一
月
「
普
通
銀
行
制
度
に
関
す
る
調

査
」
を
答
申
し
た
。
そ
の
趣
旨
は
普
通
銀
行
が
多
過
ぎ
る
の
で
地
方
金
融
の
実
情
に
そ
っ
て
地
方
的
合
同
を
勧
奨
す
る
と
の
従
来
の
方
針
を
継
承
す
べ
き

こ
と
、
そ
の
さ
い
合
同
に
よ
る
基
盤
の
弱
体
化
が
生
じ
な
い
よ
う
留
意
し
、
か
つ
中
央
地
方
間
の
金
融
疎
通
を
円
滑
に
す
る
た
め
都
会
と
地
方
の
銀
行
の

合
同
に
つ
い
て
も
考
慮
す
べ
き
こ
と
を
内
容
と
し
た
。

Ⅲ
　
工
業
生
産
の
地
域
的
変
動

－
－
1
『
工
場
統
計
表
』
に
よ
る
分
析
1
－
1

前
の
章
で
、
わ
た
く
し
は
第
一
次
大
戦
後
に
お
け
る
不
況
過
程
に
展
開
さ
れ
た
産
業
と
、
銀
行
合
同
の
一
般
的
成
立
条
件
を
、
概
括
し
た
。

そ
こ
で
は
、
産
業
構
造
の
内
的
変
化
が
、
金
解
禁
＝
昭
和
恐
慌
期
以
降
の
銀
行
合
同
の
前
提
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
同
時
に
、
こ
の

銀
行
合
同
運
動
＝
政
策
が
、
戦
後
の
工
業
生
産
の
地
域
的
分
布
の
変
動
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
も
推
論
し
た
。
本
章
で
は
、

こ
の
推
論
を
具
体
的
に
検
証
す
る
た
め
に
、
『
工
場
統
計
表
』
に
も
と
づ
い
て
、
分
析
を
い
っ
そ
う
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
分
析
の
対
象

年
次
を
一
九
一
四
年
、
二
〇
年
、
二
五
年
、
三
〇
年
の
四
段
階
と
し
た
。
一
四
年
を
始
期
と
し
た
の
は
、
一
五
年
の
工
場
統
計
が
な
い
た
め
で

あ
る
。

紡
織
工
業
　
全
国
七
ブ
ロ
ッ
ク
（
北
海
道
・
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
）
で
み
る
と
、
中
部
を
の
ぞ
い
て
、

ほ
と
ん
ど
の
ブ
ロ
ッ
ク
の
生
産
額
の
比
重
が
一
九
一
四
1
三
〇
年
の
間
に
低
下
を
示
し
た
（
表
1
6
）
。
こ
の
意
味
は
、
中
部
で
も
養
蚕
・
製
糸

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



表－6　紡織工業生産舐地域別比重（％）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

1930年1925年1920年1914年

3．25

12．97

37．59

31．69

5．64

4．35

4．50

3．57

13．77

33．95

34．54

5．39

4．57

4．19

3．47

16．53

28．27

37．27

5．90

4．17

4．38

3．74

16．44

29．18

36．62

7．92

3．55

2．57

北

東

部

畿

国

国

州

北海道・束

関

中

近

中

四

九

三
四
八

地
帯
で
あ
る
長
野
が
八
・
二
三
％
1
六
・
三
五
％
と
確
実
に
比
重
を
下
げ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
愛
知
が
、
八
・
二
九
％
1
二
二
・
二
二
％
と
大
幅

に
上
昇
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
傾
向
の
推
進
力
は
愛
知
の
変
化
に

あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
関
東
及
び
近
畿
の
比
重
が
低
下
し

た
こ
と
の
原
因
は
東
京
、
大
阪
の
低
下
に
も
と
め
ら
れ
る
。
一
四
年
を
一

〇
〇
と
し
て
、
愛
知
は
三
〇
年
に
五
一
五
・
九
三
、
東
京
二
三
七
・
七
〇
、

大
阪
二
三
九
・
一
六
、
長
野
二
四
九
・
六
二
と
い
う
生
産
額
指
数
の
変
化

が
み
ら
れ
た
が
、
こ
の
間
、
関
東
は
三
・
四
七
％
、
近
畿
は
四
・
九
三
％

の
比
重
低
下
を
記
録
し
て
い
る
。
両
者
の
計
八
・
四
〇
％
に
は
ば
匹
敵
す

る
比
重
の
増
大
（
八
・
四
一
％
）
が
中
部
に
み
ら
れ
、
し
か
も
そ
の
う
ち

四
・
九
三
％
が
愛
知
の
寄
与
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
（
中
部
増
加
分
の
五

八
・
六
二
％
）
。
ま
た
ウ
ェ
ー
ト
は
低
い
が
、
岐
阜
は
一
・
三
八
％
1
三

・
五
七
％
（
プ
ラ
ス
二
二
九
％
、
増
加
寄
与
率
二
六
・
〇
四
％
）
、
静

岡
は
三
・
二
〇
％
1
四
・
四
五
％
（
プ
ラ
ス
一
・
二
五
％
、
寄
与
率
一
四

・
八
六
％
）
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
こ
に
み
た
特
徴
は
他
の
府
県
に
つ
い
て

も
お
よ
そ
妥
当
す
る
。
つ
ま
り
、
養
蚕
－
製
糸
を
基
軸
と
す
る
地
場
産
業

的
織
物
業
地
域
の
生
産
比
重
の
低
下
と
、
東
京
1
神
奈
川
、
．
愛
知
－
岐
阜
、

大
阪
1
兵
庫
が
比
重
上
昇
＝
紡
織
工
業
の
地
帯
と
し
て
形
成
さ
れ
て
お
り
、



と
く
に
愛
知
－
岐
阜
の
比
重
上
昇
と
成
長
速
度
の
高
さ
と
は
他
の
二
地
域
に
た
い
し
て
対
称
的
で
あ
る
。

吊
－
イ
絹
糸
紡
績
紡
織
工
業
を
よ
り
し
さ
い
に
そ
の
内
部
に
分
け
い
っ
て
み
よ
う
。
絹
糸
紡
績
は
、
全
体
と
し
て
、
忘
－
二
〇
年
、
二

〇
－
二
五
年
と
増
加
し
、
二
五
土
一
〇
年
に
減
退
し
た
中
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
変
化
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
A
グ
ル
ー
プ
（
全
体

水
準
以
上
の
増
加
を
示
し
た
地
帯
）
＝
福
島
、
愛
知
、
兵
庫
。
B
グ
ル
ー
プ
（
全
体
水
準
を
下
回
っ
て
減
退
傾
向
を
示
し
た
地
帯
）
＝
群
馬
、

神
奈
川
、
岐
阜
、
静
岡
、
京
都
、
大
阪
。
C
グ
ル
ー
プ
（
A
に
準
じ
た
変
化
を
し
た
地
帯
）
＝
栃
木
。
A
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
福
島
、
愛
知
の

増
大
傾
向
は
き
わ
だ
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
の
地
域
へ
の
絹
糸
紡
績
の
進
出
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
〔
B
の
中
で
群
馬
、
京
都
は
旧
型

の
も
の
の
衰
退
を
、
大
阪
は
、
地
方
へ
の
工
場
分
散
に
と
も
な
う
減
退
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

吊
－
ロ
絹
織
物
　
絹
織
物
は
、
絹
糸
紡
績
に
比
し
て
、
と
く
に
、
二
〇
－
二
五
年
の
時
期
は
停
滞
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
表
1
7
）
が
、
こ

の
間
に
あ
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
類
型
化
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
A
グ
ル
ー
プ
（
全
体
水
準
以
上
の
増
加
を
示
し
た
地
帯
）
＝
栃
木
、
埼

王
、
東
京
、
滋
賀
。
B
グ
ル
ー
プ
（
全
体
水
準
を
下
回
っ
て
減
退
傾
向
を
示
し
た
地
帯
）
＝
山
形
、
福
島
、
群
馬
、
新
潟
、
福
井
、
岐
阜
、
石

川
。
C
グ
ル
ー
プ
（
停
滞
傾
向
を
示
し
た
地
帯
）
＝
京
都
。
こ
こ
で
明
確
と
な
っ
て
い
る
の
ほ
、
表
1
7
と
結
合
す
る
、
B
グ
ル
ー
プ
が
、
旧

来
の
伝
統
的
絹
織
物
業
地
帯
で
あ
っ
て
、
こ
の
時
期
に
、
衰
退
・
崩
壊
の
傾
向
を
顕
著
に
し
ほ
じ
め
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
A
は
、
こ
の
点
で

近
代
的
新
型
絹
織
物
業
の
進
出
を
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
C
は
、
伸
び
の
停
滞
の
下
で
、
比
重
の
上
昇
を
つ
よ
め
、
絹
織
物
特
産

地
と
し
て
の
性
格
を
特
化
さ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

吊
1
ハ
綿
織
物
　
こ
の
分
野
で
は
、
上
位
一
〇
地
域
を
と
り
あ
げ
る
と
、
表
－
8
の
よ
う
に
ほ
ぼ
近
代
的
工
業
地
域
に
ぞ
く
し
て
い
て
、
旧

来
の
も
の
の
変
化
は
つ
か
み
が
た
い
。
そ
し
て
、
東
京
、
三
重
、
大
阪
、
兵
庫
、
和
歌
山
、
愛
媛
が
全
体
水
準
を
下
回
っ
て
減
退
を
と
げ
た
の

に
反
し
て
、
静
岡
、
愛
知
、
岡
山
、
福
岡
が
全
体
水
準
を
こ
え
て
増
勢
を
示
し
、
紡
織
工
業
全
体
に
つ
い
て
み
た
の
と
ほ
ぼ
同
じ
結
論
を
導
き

出
す
に
至
る
。
こ
れ
を
よ
り
細
分
化
し
て
み
る
と
、
表
1
9
の
通
り
で
あ
る
。
自
木
綿
で
は
大
阪
、
愛
知
、
静
岡
が
上
位
を
一
貫
し
て
占
め
か

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



表－7　絹織物生産額比重（上位）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

（％）

福井　30・95

石川　17．85

京都　14．17

群馬　　6．04

青森　　5．37

新潟　　4・78

東京　　2・22

栃木　　2．10

岐阜　1．52

埼玉　1・38

福井　24・29

石川　16・53

京都　13・98

山形　　7・40

東京　　7・23

新潟　　5・03

群馬　　4．94

岐阜　　2．37

埼玉　　2・23

福島　　2・16

福井　20・83

石川　18．67

京都　17・49

群馬　　7・53

東京　　5・71

新潟　　4・44

山形　　3・18

埼玉　　2・82

栃木　　2・58

滋賀　　2．38

京都　23・77

石川　15．88

福井　14・34

東京　　7．23

群馬　　5．69

新潟　　5・65

栃木　　4・03

埼玉　　3・04

滋賀　　2・99

福島　　2・74

55，005千円
（100）

244，691千円
（444．86）

242，771千円
（441．36）

180，581千円
（328．30）

表－8　綿織物生産寵比重（上位）　　　　　　　　（％）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

大阪　32．64

愛
兵
三

知　11．70

庫　　9．36

重　　7．58

和歌山　5・50

東
愛
静

京
媛

4．63

4．28

岡　　4．24

新潟　1・56

広島　1・18

大阪　27．03

愛
兵
三
愛

知　14．89

庫　　7・78

重　　7．05

媛　　5．87

静岡　　5．58

和歌山　5．41

岡山　　5．09

東京　　3・92

福岡　1・95

大阪　28・59

愛知　14．40

兵庫　　7・52

愛媛　　6・89

和歌山　5．46

静岡　　5・46

三重　　5．16

岡山　　5・08

東京　　2．86

奈良　1．98

大阪　29・80

愛知　18・50

静岡　　8・00

兵庫　　7・19

岡山　　5．69

媛　　3・85
重　　3．76

東京　　2．79

徳島　　2．22

和歌山1．78

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



表－9　主要綿織物生産額府県別順位（上位1－5位，生産額比重　％）

金巾及シーチング

1914　　1920　　1925　　1930

広　　　広　　　広
4，225　93，973159，889117，648

馴す‾‾諦…
39．72　12．31

⑤
5．71

（》
21．97

③　　　②　　　②
15．52　13．65　　21．19

（む　　（か　　　く∋
21．35　　32．15　　24．49

③　　　③
12．76　11．57

（診
6．27

¢）　　伍）
6．98　　5．83

（9
0．002

（9
6．16

¢）　　②　　②　　③
1．30　17．65　　25．20　12．53

①　　（9　　（9　　（診
51．46　　41．61　39．97　　27．83

②　　④　　④　　④
36．76　13．71　11．49　　9．94

（参　　（診　　　⑤　　（9
10．38　15．93　　3．47　　4．89

③　　（9
13．98　　43．58

二子其他柄木綿

6
3
4

⑤
7
③
15
①
19

4
8
6

⑤
7
②
15
①
18

0
3
③
1
2
②
13

7
4
③
9
②
1

5

⑤　　（9　　　④　　　頁）
（う．69　　9．56　　8．78　　7．76

（D　　（み
16．25　11．34

④　　①　　③　　②
8．68　17．30　14．05　16．30

餅　　　　木　　　　綿

1914　　1920　　1925　　1930

中　　　小　　　′J、

1，82413，18813，121　3，072

⑤
4．81

③
9．76

②　　　④
10．36　　4．37

⑤
2．47

③
4．41

⑤
6．36

③　　　②
9．25　　24．80

①　　①　　④
49．67　42．56　　4．75

①　　②　　②　　①
38．65　29．78　22．45　43．03

（注）「二子其他柄木綿」は1920年以降ではたんに「柄木綿」と記載されている。「広」は広幅物，「小」は小幅物を示す。1914年についてはその区別はない。生産額はそれぞれの部門の全国合計験である。①～⑤は順位を示す。
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④9．

（診
2．56

綾　　　　木　　　　綿

1914　1920　1925　　　1930

広　　　広　ジーンズ　広
1，516　53，750　89，705　24，664　30，621

①
77．57

子　　　　類

1920　　1925　　1930

広　　　広　　　広
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つ
生
産
数
の
衰
退
の
中
で
、
大
阪
へ
の
拠
点
集
中
が
進
み
、
天
竺
布
で
は
大
阪
、
愛
知
に
、
二
〇
年
以
降
兵
庫
が
加
わ
る
が
大
阪
、
愛
知
の
二

地
域
集
中
が
絶
対
的
と
な
る
。
金
巾
及
シ
ー
チ
ソ
グ
で
は
、
徳
島
、
神
奈
川
、
奈
良
、
三
重
の
没
落
に
対
し
、
愛
知
、
大
阪
が
、
一
四
年
、
二

〇
年
の
こ
ろ
に
上
位
に
加
わ
り
、
か
つ
大
阪
、
愛
知
、
兵
庫
へ
の
集
中
が
進
む
。
綿
帆
布
で
は
滋
賀
、
岡
山
が
一
貫
し
て
特
産
的
地
位
を
し
め

る
。
二
子
其
他
縞
木
綿
は
静
岡
が
ほ
ぼ
上
位
を
占
め
つ
づ
け
、
新
潟
が
低
迷
す
る
に
至
る
が
、
愛
知
、
静
岡
、
広
島
の
集
中
度
が
高
ま
っ
て
い

る
。
餅
木
綿
で
は
衰
退
傾
向
を
示
し
っ
つ
、
福
岡
、
広
島
の
特
産
的
地
位
に
反
し
て
、
奈
良
、
和
歌
山
、
兵
庫
、
三
重
、
栃
木
が
二
五
－
三
〇

年
の
期
間
に
上
位
か
ら
脱
落
す
る
に
至
る
。
縮
木
綿
の
広
幅
物
で
は
衰
退
傾
向
の
中
で
栃
木
、
三
重
の
上
位
に
大
阪
が
二
五
年
こ
ろ
か
ら
わ
り

込
ん
で
く
る
。
小
幅
物
は
停
滞
を
示
し
っ
つ
、
徳
島
が
二
五
年
こ
ろ
ま
で
の
上
位
を
失
い
、
ま
た
奈
良
、
福
岡
も
後
退
し
て
栃
木
、
埼
玉
の
集

中
度
が
絶
対
的
と
な
る
。
色
木
綿
は
衰
退
の
中
で
、
富
山
、
熊
本
、
兵
庫
が
二
五
年
ま
で
に
上
位
か
ら
脱
落
し
静
岡
が
あ
ら
た
に
高
い
地
位
を

獲
得
す
る
。
椅
子
類
で
も
衰
退
の
中
で
、
京
都
は
一
四
年
こ
ろ
か
ら
、
新
潟
は
二
〇
年
こ
ろ
か
ら
脱
落
し
て
、
愛
知
、
徳
島
に
と
っ
て
か
わ
ら

れ
る
。
蚊
張
地
に
つ
い
て
も
縮
小
過
程
の
中
で
、
福
井
が
一
四
年
い
ご
低
下
し
、
奈
良
、
岡
山
、
滋
賀
が
集
中
度
を
た
か
め
て
い
く
。
以
上
、

総
じ
て
綿
織
物
で
は
、
大
阪
、
愛
知
、
兵
庫
が
一
貫
し
て
上
位
を
占
め
た
に
対
し
て
、
静
岡
、
愛
媛
、
岡
山
が
か
な
り
の
速
度
で
上
位
進
出
を

と
げ
、
三
重
は
二
〇
年
こ
ろ
ま
で
安
定
し
て
い
た
が
そ
の
ご
低
落
し
、
和
歌
山
も
衰
退
傾
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。

何
機
械
・
金
属
機
械
及
び
金
属
に
つ
い
て
の
統
計
で
は
、
一
四
年
及
び
二
〇
年
が
棟
械
器
具
の
中
に
、
金
属
が
含
ま
れ
て
お
り
、
二
五

年
及
び
三
〇
年
で
は
機
械
器
具
と
金
属
工
業
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
、
二
期
に
区
分
し
て
検
討
し
、
の
ち
に
あ
わ
せ
て
み

る
こ
と
と
す
る
（
表
－
1

0
）
。

何
－
イ
機
械
（
金
属
含
む
）
二
九
一
四
－
二
〇
年
〕
こ
の
期
の
地
域
別
構
成
に
は
ほ
と
ん
ど
変
動
は
み
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
東
京

－
神
奈
川
（
二
九
・
二
八
％
1
三
三
・
二
％
）
、
大
阪
－
兵
庫
（
四
一
・
八
一
％
1
三
六
・
七
八
％
）
が
二
大
地
域
と
し
て
確
定
さ
れ
て
い

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

た
。
も
っ
と
も
、
し
さ
い
に
み
れ
ば
、
大
阪
－
兵
庫
の
減
退
分
五
・
〇
三
％
に
対
し
て
東
京
－
神
奈
川
が
三
・
八
三
％
の
増
大
（
前
者
の
減
退

分
の
七
六
二
四
％
を
カ
バ
ー
）
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
き
ら
か
に
、
東
京
－
神
奈
川
へ
の
集
積
の
い
ち
じ
る
し
さ
を
み
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。側
I
P
機
械
（
金
属
除
く
）
　
〔
二
五
－
三
〇
年
〕
　
こ
の
期
に
あ
っ
て
も
、
前
述
二
大
地
域
へ
の
集
中
は
決
定
的
で
あ
り
、
東
京
－
神
奈
川

（
四
二
・
三
六
％
1
三
九
・
八
四
％
）
・
大
阪
－
兵
庫
（
三
二
・
三
七
％
1
三
二
・
九
〇
望
、
な
か
で
も
東
京
の
減
退
分
（
三
〇
・
七
八
1
二

五
・
四
九
、
マ
イ
ナ
ス
五
・
二
九
）
を
神
奈
川
（
二
・
五
八
1
一
四
・
三
五
、
プ
ラ
ス
二
・
七
七
）
が
い
く
ら
か
カ
バ
ー
す
る
。
こ
の
傾
向

は
、
一
四
－
二
〇
年
の
機
械
（
含
、
金
属
）
に
お
い
て
も
す
で
に
み
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
（
東
京
二
六
・
三
九
1
二
〇
・
八
九
、
マ
イ
ナ

ス
五
・
五
〇
。
神
奈
川
二
・
八
九
1
二
一
・
二
二
、
プ
ラ
ス
九
・
三
三
）
。

側
1
ハ
金
属
〔
二
五
－
三
〇
年
〕
　
金
属
に
つ
い
て
み
て
も
伺
－
ロ
の
傾
向
は
は
ば
妥
当
す
る
。
東
京
－
神
奈
川
（
二
七
・
八
一
1
二
七
・

四
九
）
、
大
阪
－
兵
庫
（
四
一
・
八
三
1
四
四
・
九
〇
）
。
こ
と
に
、
大
阪
の
減
退
（
三
二
〇
二
1
二
六
・
〇
九
、
マ
イ
ナ
ス
四
・
九
三
）
が

兵
庫
（
一
〇
・
八
一
1
一
八
・
八
一
、
プ
ラ
ス
八
・
〇
〇
）
に
よ
っ
て
カ
バ
ー
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

伺
－
ニ
ま
と
め
　
上
述
の
よ
う
に
、
機
械
、
金
属
と
も
に
、
二
大
地
域
中
心
に
展
開
し
て
お
り
、
あ
と
は
大
企
業
の
立
地
と
な
っ
た
茨
城
、

栃
木
や
愛
知
、
広
島
、
福
岡
等
に
わ
ず
か
ず
つ
の
存
在
を
み
と
め
ら
れ
る
て
い
ど
で
あ
る
。

伺
－
化
学
・
窯
業
　
化
学
及
び
窯
業
に
つ
い
て
の
統
計
で
は
、
一
四
年
及
び
二
〇
年
が
化
学
工
業
の
中
に
、
窯
業
が
含
ま
れ
て
お
り
、
二
五

年
及
び
三
〇
年
で
は
化
学
と
窯
業
が
分
離
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
も
、
二
期
に
区
分
し
て
検
討
し
、
の
ち
に
あ
わ
せ
て
み
る
こ
と
と

す
る
（
表
1
1
1
）
。

河
1
イ
化
学
（
窯
業
含
む
）
　
二
九
一
四
－
二
〇
年
〕
　
こ
の
期
の
化
学
の
地
域
構
成
は
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
二
三
・
九
二
％
1
二
六
・
七
五



表－10　機械器具及び金属工業生産額地域別比重（％）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

1914年　1920年 1925年　1930年

北　海　道・東　北

関
　
　
中
　
　
近
　
　
中
　
　
四

九

東

部

畿

国

国

州

3．33　　　　3．04

34．62　　　36．36

5．77　　　　5．08

44．91　　40．91

1．14　　　　5．35

0．18　　　　0．20

10．06　　　9．12

2．29　　　　2．01

3．86　　　　5．55

45．58　　　42．44

36．83　　　36．29

10．09　　　　8．37

2．79　　　　2．33

35．72　　　34．95

44．47　　　46．48

2．57　　　　2．33

2．87　　　　2．35

0．30　　　　2．64

0．15　　　　0．16

3．45　　　　9．58

9．22　　　　6．80

1．1914，1920年の数値は，金属を含む機械器具工業

2．1925，1930年の上段は機械，下段は金属の各数値

表一日　化学及び窯業生産額地域別比重（％）

1914年　1920年 1925年　1930年

北　海　道・東　北

関

近

中

四

九

東

部

畿

国

国

州

5．72　　　　5．41

23．91　　26．75

15．74　　13．19

41．58　　　36．21

4．08　　　　3．89

1．78　　　　2．65

7．14　　　11．89

6．72　　　　4．88

8．75　　　　6．30

25．04　　　24．67

13．48　　　18．63

14．11　　13．93

17．58　　　15．70

39．98　　　35．82

26．67　　　25．79

5．02　　　　6．59

7．41　　　8．69

2．08　　　　2．19

2．36　　　　2．60

7．09　　10．72

23．80　　　23．13

1・1914，1920年は窯業を含む化学工業

2・1925，1930年の上段は化学，下段は窯業の各数値



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

％
、
九
州
七
・
一
四
％
1
二
・
八
九
％
が
か
な
り
き
わ
だ
っ
た
増
大
傾
向
を
示
す
の
み
で
、
他
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
低
下
（
中
部
一
五
・
七
四
1

一
三
二
九
、
近
畿
四
一
・
五
八
1
三
六
・
二
一
）
を
示
し
た
。
中
部
の
低
下
の
中
に
は
新
潟
（
五
・
四
一
1
一
二
六
）
、
富
山
（
一
・
五

六
1
〇
・
五
〇
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
地
方
陶
磁
器
の
衰
退
や
、
セ
メ
ン
ト
工
業
の
発
展
に
よ
る
地
域
的
不
均
等
を
は
げ
し
く
し

て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
げ
ん
に
表
1
1

2
に
よ
れ
ば
陶
磁
器
生
産
の
地
域
分
布
は
、
愛
知
を
拠
点
と
す
る
集
中
に
対
し

て
、
他
地
域
の
比
重
の
低
下
ま
た
は
停
滞
性
が
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
表
－
1

3
に
よ
れ
ば
セ
メ
ン
ト
生
産
地
域
が
か
な
り
分
散
し
つ
つ
あ
る
こ

と
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

用
十
占
化
学
（
窯
業
除
く
）
〔
二
五
－
三
〇
年
〕
こ
の
期
は
比
重
変
化
で
は
上
と
同
様
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
も
の
は
み
ら
れ
な
い
が
、
北

海
道
・
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
が
軒
並
み
低
下
さ
せ
て
い
る
（
計
八
五
・
八
五
％
1
七
九
・
三
〇
、
マ
イ
ナ
ス
六
・
五
五
％
）
の
に
対
し

て
、
中
、
四
国
、
九
州
が
上
昇
さ
せ
て
い
る
（
計
一
四
・
一
九
％
1
一
九
・
五
〇
％
、
プ
ラ
ス
五
・
三
一
％
）
点
は
特
徴
的
で
あ
る
。
な
か
で

も
徳
島
（
二
・
二
四
1
三
・
八
二
％
、
プ
ラ
ス
二
五
八
％
）
、
宮
崎
（
〇
・
〇
四
1
三
二
六
％
、
プ
ラ
ス
三
・
二
一
％
）
の
上
昇
が
大
き

く
（
計
四
・
七
〇
％
、
増
加
寄
与
率
〔
＝
P
3
＼
ひ
．
〕
－
×
↑
0
0
〕
八
八
・
五
一
％
）
こ
れ
を
条
件
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
表
－
1

4
・
1

5
・
1

6
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
興
化
学
工
業
の
発
展
し
た
地
域
は
年
と
と
も
に
近
畿
以
西
の
地
域
で
あ
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が

さ
き
に
指
摘
し
た
、
中
国
、
四
国
、
九
州
の
比
重
上
昇
を
端
的
に
反
映
し
て
い
る
。

伺
1
ハ
窯
業
〔
二
五
－
三
〇
年
〕
こ
の
期
、
中
国
（
七
・
四
一
％
↓
八
・
六
九
％
）
、
四
国
（
二
・
三
六
％
1
二
・
六
〇
％
）
を
除
い
て

い
ず
れ
も
地
位
を
低
下
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
上
昇
地
帯
も
、
な
お
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
な
上
昇
で
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
基
本
的
に
は
、

東
京
－
神
奈
川
（
二
・
六
七
％
1
一
五
・
二
六
％
）
、
愛
知
（
二
一
・
二
六
％
1
九
・
七
一
％
）
、
大
阪
－
兵
庫
（
二
二
・
七
七
％
1
二
二
・

五
〇
％
）
が
、
三
大
中
心
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

嘲
－
ニ
ま
と
働
上
述
の
よ
う
に
、
化
学
・
窯
業
の
分
野
で
は
、
東
京
、
神
奈
川
、
大
儀
、
兵
庫
を
大
生
産
地
層
と
し
て
成
長
さ
せ
て
い
′
る



表－12　陶磁器生産額比重（上位）（％）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

三
五
五

①
②
③
砂
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

愛知　36．49

佐賀　15．97

石川　　8．39

岐阜　　7．12

京都　　6．91

兵庫　　6．23

愛媛　　3．16

島根　　2・75

山口　　2．58

福島　1・64

愛知　46．90

京都　10・64

佐賀　　8・87

岐阜　　6・93

石川　　4．71

兵庫　　3．28

三重　　2．55

長崎　　2．28

福岡　　2．12

愛媛　　2．11

愛知　42．38

京都　10．01

佐賀　　8．20

三重　　6．49

岐阜　　5．81

福岡　　5．19

石川　　4．34

兵庫　　3．91

長崎　　2．73

大阪　　2．01

愛知　39・61

京都　　9・62

岐阜　　8・84

三重　　7・88

佐賀　　5・83

福岡　　5・71

大阪　　5・62

兵庫　　3．12

長崎　　2．70

山口　　2．47

表－13　セメント生産籠比重（上位）（％）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

福岡　25．14

東京　18．32

山口　11．56

兵庫　　7．37

佐賀　　6．14

愛知　　5．95

大阪　　5．49

北海道　5．36

熊本　　5．25

山形　　4．43

福岡　16・96

東京　12．19

北海道11．69

熊本　　9．93

山口　　8．80

神奈川　7．26

大分　　7．16

大阪　　6．77

愛知　　5．36

山形　　4．18

福岡　21．23

北海道13．73

山口　12．17

愛知　　7．98

東京　　7．95

大分　　6．84

大阪　　5．43

山形　　5．10

熊本　　4．24

高知　　3．97

福岡　19．53

山口　14．07

大分　　8．26

大阪　　7．94

東京　　6．95

神奈川　6．11

埼玉　　5．52

北海道　5．43

愛知　　4．46

青森　　3．74



表－14　工業薬品生産額比重（上位）（％）

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

大阪　36．34

東京　26．01

山口　　9．04

熊本　　7．06

和歌山　3．49

福島　　2．95

兵庫　　2．72

新潟　　2．72

福岡　1．65

千葉　1．45

東京　29．66

大阪　28．71

福岡　　5．56

神奈川　4．56

兵庫　　4．47

愛知　　2．73

和歌山　2．37

山口　1．93

岡山　1．92

新潟　1．84

東京　31．09

大阪　23．85

山口　　8．31

福岡　・5．98

新潟　　3．77

兵庫　　3．72

山形　　3．28

富山　　3．03

和歌山　2．61

愛知　　2．47

宮崎　21．86

東京　14．72

大阪　12．87

新鹿　9．63

福岡　　8．77

山口　　5．60

兵庫　　4．97

富山　　3．18

岐阜　　2．02

岡山　1．71

生産額
（指数）

13，846千円
（100）

56，051千円
（404．82）

56，510千円
（408．13）

113，276千円
（818．11）

1914年の生産寵は，1914年工場統計表による。ただし，1920年以降の同表

によれは，14年数値は15，345千円となっている。

表－15　肥料生産額比重（上位）（％）

1914年 1920年 1925年 1930年

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑲

東京　35．24

兵庫　22．15

大阪　20．88

岡山　　3．79

山口　　2．73

新潟　　2．53

愛媛　　2．19

北海道　2．01

石川　1．58

鹿児島1．26

東京　18．74

熊本　17．37

大阪　14．08

福岡　12．42

兵庫　　7．33

神奈川　5．54

愛媛　　4．27

山口　　3．79

愛知　　2．16

鹿児島1．57

東京　22．62

大阪　15．11

熊本　12．18

兵庫　11．53

山口　　6．96

新潟　　5．76

福岡　　5．69

岡山　　4．54

愛媛　　3．42

富山　　2．86

東京　13．30

兵庫　11．42

大阪　10．27

富山　10．09

福岡　　9．36

新潟　　8．70

熊本　　6．49

愛知　　5．04

愛媛　　3．21

岡山　　3．07

24，519千円
（100）

85，256千円
（347．71）

86，119千円
（351．23）

135，972千円
（554．55）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤



表－16　石灰生産寵比重（上位）（％）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑬

熊本　18．44

北海道15．34

富山　　9．54

福島　　8・94

栃木　　7・82

福井　　7・52

岐阜　　6・45

岡山　　4・34

高知　　4・30

滋賀　　3・27

福

富

高

栃

佐

福

岐

大

滋

新

岡　27．17

山　17・22

知　　9・50

木　　7・78

賀　　3・93

井　　3・49

阜　　3．45

分　　3・33

賀　　2・28

潟　　2．27

栃木　18・83

岐阜　13．53

山口　12．33

高知　10・41

石川　　5．43

大分　　5・40

徳島　　5・07

新潟　　3・84

福井　　3・71

広島　　3・38

高知　18．88

栃木　16・22

岐阜　13．73

福岡　　7・61

山口　　6．12

富山　　5・22

広島　　5・22

滋賀　　4・99

長野　　4．12

福井　　3・96

表－17　地帯別工業生産籠比重増減表（％）

1914～20年 1920～25年 1925～30年

北　海　道・東　北 0．48

1．35

△　1．41

△　1．64

△　0．47

0．27

1．34

0．29

△　3．63

4．84

△　1．01

△　0．09

0．38

△　0．75

△　0．16

3．19

△　2．53

△　1．06

0．13

△　0．48

0．90

△印は滅



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五
八

が
、
地
方
陶
磁
器
産
業
衰
退
の
反
面
、
宮
崎
、
徳
島
の
よ
う
に
新
興
化
学
工
業
地
域
の
出
現
も
み
ら
れ
る
段
階
に
あ
っ
た
。

印
合
計
右
の
表
1
1

7
か
ら
近
畿
が
一
貫
し
て
比
重
低
下
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
中
部
、
四
国
、
北
海
道
・
東
北
が
い
ず
れ
も
二
〇
年
代
後
半

に
比
重
低
下
を
明
白
に
し
て
い
る
こ
と
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
関
東
、
九
州
が
と
も
に
一
〇
年
代
末
期
比
重
上
昇
、
二
〇
年
代
前
半
低
下
、
後

半
上
昇
の
傾
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
、
と
り
わ
け
う
え
の
よ
う
な
表
1
1

8
の
数
値
が
え
ら
れ
る
の
で
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
は
一
〇
年
代
後
半
に
飛

表－18　増分の基準年対比（％）

1914～20年　1925～30年

5．73　　　　　13．04

20．65　　　　　11．28

関　　　　東

九　　　　州

（注）それぞれ1914年＝100，1925年＝100として増分

を計算した。

躍
的
な
成
長
を
示
し
た
が
、
二
〇
年
代
後
半
で
は
、
関
東
の
成
長
の
方
が
な
お
著
し
い
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
る
。
も
っ
と
も
二
〇
－
二
五
年
に
お
け
る
関
東
の
比
重
低
下
の
基
本
的
な
要
因
の
一
つ
は
震

災
に
伴
う
被
害
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。
さ
て
つ
ぎ
に
地
帯
別
に
み
た
工
業
生
産
額
発
展
速
度
順

位
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
表
1
1

9
で
ほ
っ
ぎ
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
吊
中
国
、
近
畿
の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

全
国
水
準
以
下
の
伸
び
し
か
示
し
て
い
な
い
こ
と
伺
九
州
、
四
国
、
東
北
・
北
海
道
が
上
位
に
存
し
て
い

る
こ
と
t
I
つ
ま
り
、
概
略
的
に
み
て
、
二
〇
年
代
の
工
業
発
展
は
伺
地
域
へ
の
工
業
化
の
ひ
ろ
が
り
を
示

し
っ
っ
、
比
重
と
し
て
ほ
以
前
と
同
様
に
高
い
近
畿
地
方
の
相
対
的
地
位
を
低
め
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
が
、
そ

れ
ら
の
中
で
平
均
水
準
を
維
持
し
た
発
展
を
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
「
合
計
」
に
か
ん
し
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
の
後
進
的
水
準
を
、
二
〇
年
代
を
通
じ
て
、
と
り
残
し
た
ま
ま
で
、
工
業
発
展
が
行
わ
れ
、
地
方

分
散
化
が
す
す
ん
だ
こ
と
。
第
二
に
、
そ
の
さ
い
、
近
畿
は
一
〇
年
代
い
ら
い
の
圧
倒
的
な
地
位
を
低
下
さ

せ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
近
畿
、
と
く
に
大
阪
－
兵
庫
の
工
業
生
産
力
の
地
方
分
散
化
が
展
開
さ
れ
た
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
だ
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
を
、
一
四
年
よ
り
三
〇
年
の
工
業
発
展
が
生



表－19　地帯別工業生産発展速度順位

1930年1925年1920年位

九州　　　　523・9

東北・北海道481・1

454．6

446．4

442．5

426．0

393．7

384．7

国

都

東

国

国

畿

四

中

開

全

車

近

四国　　　622・3

中部　　　585・5

東北・北海道576・3

540．5

495．5

461．1

447．5

446．4

州

国

畿

東

国

九

全

近

関

中

九州　　　515．6

四国　　　　472．8

東北・北海道470．9

関東　　　451・9

全国　　　427・4

近畿　　　409．1

中部　　　395・5

中国　　　391・9

Ⅰ

Ⅰ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

Ⅵ

Ⅶ

Ⅷ

数値は1914年＝100とした生産額指数

産
額
に
お
い
て
四
二
六
・
〇
四
と
い
う
指
数
を
示
し
つ
つ
も
、
戦
後
恐
慌
（
二
〇
年
）
か
ら
世

界
恐
慌
の
期
間
に
的
を
絞
っ
て
み
れ
ば
、
五
、
九
七
四
百
万
円
か
ら
五
、
九
五
五
百
万
円
へ
と

む
し
ろ
低
下
を
示
し
た
時
期
に
（
指
数
二
四
年
＝
一
〇
〇
〕
　
四
九
五
・
四
六
1
四
二
六
・
〇

四
、
一
四
％
減
）
、
工
業
の
地
方
分
散
化
が
進
ん
だ
（
ま
さ
に
不
況
過
程
で
！
）
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
　
－
　
こ
こ
に
一
つ
の
解
明
す
べ
き
課
題
が
登
場
す
る
が
、
そ
の
解
明
は

他
日
に
期
し
て
、
い
ち
お
う
課
題
の
み
提
示
し
て
お
こ
う
。
す
な
わ
ち
、
以
上
の
過
程
を
、
不

況
過
程
で
都
市
労
働
者
の
賃
金
引
上
げ
要
求
や
相
対
的
高
賃
金
に
よ
る
企
業
環
境
＝
収
益
の
悪

化
を
、
地
方
（
＝
農
村
）
進
出
に
よ
る
相
対
的
低
賃
金
基
盤
の
再
確
保
＝
収
益
向
上
に
つ
と
め

よ
う
と
し
た
資
本
の
動
き
が
、
生
産
面
に
反
映
し
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ

う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

何
一
九
二
〇
年
代
工
業
発
展
の
概
括
－
生
産
額
指
標
に
も
と
づ
く
　
さ
い
ご
に
、
上
に
述

べ
て
き
た
よ
う
な
二
〇
年
代
工
業
生
産
の
地
域
的
分
布
の
変
動
を
包
み
こ
ん
で
展
開
し
た
工
業

成
長
の
概
括
を
、
生
産
額
指
標
に
も
と
づ
い
て
、
与
え
て
お
こ
う
。

Ⅰ
一
九
一
四
－
二
〇
年
　
生
産
額
総
計
で
み
る
と
こ
の
期
、
指
数
に
お
い
て
一
〇
〇
1
四
二

七
・
三
九
で
あ
り
、
な
か
で
も
機
械
六
二
一
・
九
二
、
化
学
四
二
六
・
六
三
と
大
き
な
伸
張
を

示
す
が
、
染
織
で
も
三
九
六
・
八
四
と
総
計
の
成
長
に
ピ
ッ
ク
リ
接
し
て
成
長
し
て
い
る
こ
と

も
看
過
で
き
な
い
。
こ
れ
を
生
産
額
比
重
の
変
化
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
、
機
械
の
比
重
上
昇

三
五
九



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
〇

（
＝
・
〇
八
％
⊥
六
・
三
％
）
は
他
に
比
し
て
め
ざ
ま
し
く
、
機
械
及
び
化
学
の
上
昇
（
二
六
・
七
四
％
1
三
二
七
六
空
の
主
役

を
演
じ
た
。
他
方
、
染
織
は
地
位
を
低
め
て
い
る
（
四
四
・
八
五
％
1
四
二
六
四
空
が
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
工
業
全
体
の
成
長
率

と
ほ
ぼ
同
じ
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
成
長
し
て
い
た
時
期
で
あ
る
か
ら
、
斯
業
の
菰
停
滞
化
V
を
論
じ
る
に
は
な
お
早
い
。

Ⅱ
↓
九
二
五
±
一
〇
年
　
生
産
額
総
計
で
み
る
と
三
〇
年
恐
慌
に
よ
り
、
八
五
・
九
九
と
低
下
を
示
す
。
と
り
わ
け
紡
織
の
六
三
・
〇
七
は

大
き
な
低
落
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
金
属
〓
≡
・
〇
三
、
機
械
…
四
・
二
六
、
化
学
三
二
二
六
は
大
き
な
上
昇
と
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
を
生
産
額
比
重
の
変
化
に
お
い
て
と
ら
え
る
と
、
紡
織
の
四
六
・
四
三
％
1
三
四
・
〇
六
％
は
生
産
額
低
下
に
と
も
な
う
地
位

の
低
下
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
金
属
、
機
械
、
窯
業
、
化
学
の
三
部
門
合
計
は
二
六
・
三
〇
％
1
三
七
・
二
四
％
と
目
ざ
ま
し
い
上
昇
を
も

た
ら
し
て
い
る
が
、
こ
の
期
の
重
化
学
工
業
分
野
の
成
長
の
特
別
な
意
義
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

Ⅷ
二
九
＝
誓
圭
一
〇
年
・
要
約
　
完
二
〇
年
ま
で
の
統
計
と
は
分
類
法
が
こ
と
な
る
た
め
に
、
重
化
学
工
業
の
比
重
を
、
単
純
に
の
ち
の

時
期
と
比
較
し
え
な
い
が
、
た
だ
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
五
年
は
二
〇
年
段
階
の
重
化
学
工
業
比
重
よ
り
も
低
下
し
た
水
準
に
あ
っ
た
こ

と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
（
紡
織
・
対
・
金
属
、
機
械
、
窯
業
、
化
学
の
計
＝
二
毒
四
二
・
三
九
孝
対
・
二
七
・
八
六
％
、
二
三
年
四
三
・
九
九
％

・
対
・
二
六
・
五
九
考
二
五
年
四
六
・
四
三
孝
対
・
二
六
・
三
〇
％
）
。
こ
の
事
実
に
よ
っ
て
み
る
と
、
二
〇
年
代
前
半
（
大
正
期
後
半
）
は
重
化
学

工
業
化
が
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
し
た
と
い
う
に
は
余
り
に
も
消
極
的
な
数
値
し
か
示
さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
停
迷
期
の
様
相
が
濃
い
と
い
え

よ
う
。
こ
の
こ
と
は
表
1
2
0
に
よ
っ
て
も
示
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
紡
織
は
機
械
・
窯
業
・
化
学
を
う
わ
ま
わ
る
成
長
率
を
示
し
て
お
り
、
こ

れ
が
紡
織
の
比
重
上
昇
と
機
械
、
窯
業
、
化
学
の
低
下
を
も
た
ら
し
、
わ
ず
か
に
金
属
が
全
体
の
成
長
の
四
・
七
六
％
増
の
成
長
を
示
し
て
首

位
に
立
ち
（
m
・
革
－
声
道
×
と
さ
＝
ミ
雪
重
化
学
工
業
の
中
で
た
だ
ー
つ
、
比
重
上
昇
の
役
割
を
担
っ
た
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の

比
重
変
化
を
戟
後
恐
慌
直
後
の
二
毒
と
世
界
恐
慌
期
の
三
〇
年
と
の
比
較
で
と
ら
え
て
み
る
と
表
－
岩
通
り
で
あ
る
。
紡
織
の
成
長
は
も

は
や
停
滞
（
減
退
）
し
、
三
年
段
階
以
下
の
水
準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
窯
業
、
機
械
の
伸
び
の
低
さ
を
べ
つ
に
し
て
、
金



表－20　比重変化の要因（1924－25年）

金属　機械　窯業　化学

100　　　100　　　　100　　100

111．39　102．48　　　99．63　104．50

1924年

1925

比

重

合計はその他工業を含めたもの

表－21比重変化の要因（1921－30年）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

合計はその他工業を含めたもの

属
、
化
学
の
成
長
は
大
き
く
、
こ
れ
ら
が
重
化
学
部
門
比
重
の

上
昇
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
戦
後
恐
慌
期
か
ら
世
界
恐
慌
期
ま
で
の
九
－
一

〇
年
間
は
、
金
属
、
化
学
を
主
導
と
す
る
本
格
的
重
化
学
工
業

化
の
開
始
準
備
期
（
生
産
編
制
替
＝
重
化
学
部
門
の
紡
織
部
門

迫
進
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
都
市
工
業

の
地
方
へ
の
一
定
程
度
の
分
散
化
と
、
旧
来
の
地
方
産
業
の
衰

退
と
に
伴
わ
れ
て
進
行
し
た
時
期
で
あ
っ
た
、
と
位
置
づ
け
る

こ
と
、
こ
れ
は
、
上
に
述
べ
た
こ
と
か
ら
、
推
定
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
ろ
う
。

Ⅳ
　
む
す
び

Ⅱ
お
よ
び
Ⅲ
に
お
け
る
分
析
に
よ
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
き
ら
か
と
な
っ
た
。
一
九
二
〇
年
代
－
金
解
禁
・
昭
和
恐

慌
期
に
至
る
時
期
は
第
一
次
大
戦
期
に
急
激
に
拡
大
さ
れ
た
生

産
規
模
が
不
況
の
連
続
過
程
を
通
じ
て
縮
小
に
追
い
込
ま
れ
て

い
っ
た
。
こ
の
時
期
は
、
そ
の
深
部
に
お
い
て
生
産
力
的
基
礎

が
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

三
六
一



金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤

図
－
3
、
4
は
そ
の
事
情
を
、
あ
る
て
い
ど
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
図
－
3
に
よ
れ
ば
、
二
〇
年
代
は
三
〇
年
代
の
停
頓
1
縮
小
に
対
し
て
、

労
働
生
産
性
が
あ
き
ら
か
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
三
〇
年
代
の
「
高
度
成
長
」
が
生
産
量
に
お
い
て
把
握
さ

れ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
ま
さ
に
、
労
働
生
産
性
の
上
昇
を
基
軸
と
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
ぱ
ら
労
働
者
数
の
増
大
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ

え
た
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
日
中
戦
争
－
太
平
洋
戦
争
へ
の
突
入
に
さ
い
し
て
採
ら
れ
た
経
済
統
制
政
策
の
方
向
が
、
つ
い
に
は

「
人
的
資
源
」
の
暴
力
的
統
制
で
し
か
あ
り
え
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
す
で
に
こ
の
図
に
よ
っ
て
も
充
分
推
測
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
は
な
か

ろ
う
か
。
ま
た
図
－
4
は
、
そ
れ
を
一
層
詳
細
に
も
の
が
た
る
。
す
な
わ
ち
、
は
ば
す
べ
て
の
産
業
分
野
に
お
い
て
、
従
業
者
一
人
当
り
生
産

額
は
一
九
三
〇
・
三
一
年
の
時
期
ま
で
の
急
上
昇
と
、
そ
の
ご
の
停
滞
と
に
画
然
と
区
分
さ
れ
て
い
る
。

新
鋭
重
化
学
工
業
部
門
を
先
頭
と
す
る
二
〇
年
代
後
半
の
地
方
へ
の
進
出
は
、
ま
さ
に
上
述
の
問
題
と
関
連
づ
け
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
地
方
進
出
に
さ
い
し
て
は
、
新
し
い
技
術
と
設
備
の
配
備
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
地
方
に
存
在
し
た
旧
来

の
産
業
－
生
糸
・
織
物
・
陶
磁
器
な
ど
ほ
、
衰
退
、
地
方
的
拠
点
集
中
、
大
都
市
企
業
群
に
よ
る
侵
略
＝
交
替
な
ど
の
パ
タ
ー
ン
を
え
が
き
つ

つ
、
解
体
＝
再
編
成
の
基
調
を
つ
よ
め
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
産
業
基
盤
の
変
動
を
三
の
軸
心
と
し
て
、
銀
行
界
再
編
成
＝
整
理
再
編
が
方
向
づ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
二
八

年
新
銀
行
法
が
整
理
再
編
を
は
か
る
べ
き
対
象
を
ど
こ
に
お
い
た
か
は
、
表
－
2
2
に
も
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
二
〇
年
代
に
お
け
る
都
市
大

銀
行
の
支
店
増
設
競
争
や
地
方
銀
行
の
系
列
化
は
、
都
市
大
銀
行
相
互
の
預
金
獲
得
競
争
と
い
う
一
般
性
と
と
も
に
、
地
方
産
業
界
の
解
体
＝

再
編
お
よ
び
中
央
資
本
に
よ
る
地
方
進
出
1
」
れ
に
規
定
さ
れ
て
、
地
方
に
そ
の
下
請
的
零
細
企
業
群
を
も
生
み
出
す
－
と
い
う
特
殊
性
に
も

貫
ぬ
か
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
ろ
う
。

と
は
い
え
、
地
方
金
融
機
関
と
し
て
普
通
銀
行
の
み
の
推
移
を
検
討
し
、
し
か
も
工
業
編
成
と
の
み
関
連
づ
け
た
考
察
は
、
ま
だ
事
態
の
極

く
一
部
を
み
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
地
方
銀
行
は
工
業
金
融
と
と
も
に
農
業
金
融
と
も
結
び
つ
い
て
お
り
、
し
か
も
地
方
金
融
を
支
え



図一3　労働生産性※の変化

（；；…；年

た
も
の
に
は
普
通
銀
行
以
外
の
産
業
組
合
、
問
昼
口
同
利
貸
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
い
み
で
は
当
時
の
農
業
構
造
に
生

じ
て
い
た
事
態
の
変
化
－
地
主
制
の
危
機
に
象
徴
さ
れ
る
－
の
考
察
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。
小
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
課
題
が
今
後
に
果
さ

れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤
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図－4　従業者1人当り生産硯※指数
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図
1
3
の
「
名
高
商
生
産
量
指
数
」
は
名
古
屋
高
商
『
商
業
経
済
論
叢
』

一
九
三
八
年
十
一
月
号
に
よ
り
算
出
。

詳
細
は
加
藤
佑
治
『
日
本
帝
国
主
義
下
の
労
働
政
策
』
一
九
七
〇
年
、
御
茶
の
水
書
房
。

わ
た
く
し
ほ
、
拙
稿
「
金
解
禁
前
後
に
お
け
る
日
本
資
本
主
義
の
展
開
」
（
大
阪
市
立
大
学
『
経
済
学
雑
誌
』
六
八
Ⅰ
二
〔
一
九
七
三
年
二
月
〕
）
を
基

本
的
骨
格
と
し
て
、
望
ロ
「
昭
和
恐
慌
期
に
お
け
る
工
業
発
展
の
諸
要
因
に
つ
い
て
1
外
国
為
替
相
場
低
落
と
『
産
業
合
理
化
』
の
問
題
を
中
心
と



表－22　銀行法による無資格銀行

（1928年1月1日現在）

行　　数区　　　　　　　　　　分

56（8）東京市又は大阪市に本店または支店を有する銀行で資本
金200万円未満のもの

188（22）銀行法施行後5カ年に資本金100万円以上とすることを
要するもの

372（36）1人口1万未満の地に本店を有する銀行で資本金50万円
未満のもの

1（－）合名，合資又は個人銀行で組織変更を要するもの

617（66）合　　　　　　　　　　　計

1．カッコ内の数字は，うち資本金の引上げとともに，組織変更をも要するも

の。

2．金融研究会『我国に於ける銀行合同の大勢』（1934年）227ページ。

し
て
」
を
行
っ
た
（
土
地
制
度
史
学
会
七
四
年
度
秋
季
大
会
）
。
そ
の
中
で
二

〇
年
代
合
理
化
と
三
〇
年
代
合
理
化
の
段
階
的
差
異
に
つ
い
て
ふ
れ
、
工
場

に
配
備
さ
れ
た
原
動
機
馬
力
数
の
変
化
を
も
っ
て
論
理
を
く
み
た
て
た
。
こ

れ
に
対
し
て
西
川
博
史
氏
よ
り
貴
重
な
ご
教
示
を
え
た
（
た
と
え
ば
紡
織
工

業
全
体
の
数
値
で
は
織
物
業
と
生
糸
業
、
紡
績
業
な
ど
の
区
別
が
明
確
化
さ

れ
な
い
、
な
ど
）
の
で
、
こ
こ
で
は
あ
ら
た
め
て
、
生
産
量
指
数
の
変
化
を

も
っ
て
事
態
を
よ
り
鮮
明
に
示
す
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
基
本
的
結
論
に
は

変
更
の
要
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
4
）
　
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
志
村
賢
男
『
日
本
資
本
主
義
の
構
造
』
一
九
六
九

年
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
第
一
童
第
一
節
（
二
）
　
「
工
業
化
の
地
域
的
展
開

構
造
」
三
三
ペ
ー
ジ
以
下
で
も
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
こ
の
よ
う
な
事
例
の
整
理
は
後
日
に
期
し
た
い
。

（
一
九
七
四
・
二
・
五
）

金
解
禁
前
後
に
お
け
る
銀
行
合
同
の
基
盤
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